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〔開議 午前１０時００分〕 

議長（三鬼孝之議員） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１５名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。 

 最初に議長の報告ですが、お手元に配付の報告書は朗読を省略し、これより議

事に入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付の議事日程第３号により取り進めた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において１０

番、大川真清議員、１１番、濵中佳芳子議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 最初に、１６番、真井紀夫議員。 

〔１６番（真井紀夫議員）登壇〕 

１６番（真井紀夫議員） おはようございます。一般質問をさせていただきます。 

 今、尾鷲市の問題の一つになっている道の駅設置の件について、先月、尾鷲商

工会議所と尾鷲市議会の会合が、三十数名の出席を得て開催されました。意見交

換を申し入れしたのは市議会側でありましたので、司会進行を私が務めましたが、

双方とも本音で意見を述べていただいたと私は受けとめています。 

 平成２５年３月末までに道の駅が設置できないかと考え、市長に要望してきた

商工会議所の方々は、今日に至っても、よくわからない基本計画書で市民の理解

を得ようとしている岩田市長に、かなり失望しているようでありました。 

 商工会議所側から、どうして市長と議会は、道の駅について、その有無とどう

するかを十分に審議しないのかと尋ねられましたが、岩田市長は、議題としてで

はなく、議会に対しては報告案件としているだけで、決めるのは市長自身であっ

て、市民も議会も従うものと決めているようだと私は意見を述べました。 

 私の受けとめ方は間違っていますか、それとも、議決で決めたらよいと考えて

おられるのか、または別の考えがおありなのか、お尋ねをします。 

 南インター出入り口から３００メートル以上南へ外れた熊野市側の古和谷寄り

に道の駅を建設したいと市長は計画しているようですが、その土地図、絵図面も

よくわかるように、なぜ市民と議会に示さないのですか。市民や議会に対して、
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南インター付近は高速道路と国道が結合した場所だから、魚道に網を張るのと同

様に、通過していく車を捕獲誘導できるとしていますが、車の流れに逆行する、

しかも高速道路から全く外れた石切り場の地点を最適地と言う市長の説明を私は

信用できません。 

 また、道の駅の頭上間近に、南インターと北インターをつなぐ高速道路の工事

が新たに始まると、風景が大きく変貌します。その実態がよくわかるように市民

に説明することは、当たり前のことだと思います。土地の詳細もよくわかりませ

ん。正確な情報と材料を示して、市民の判断を聞くことが何よりも大切だと思い

ます。 

 岩田市長は、道の駅の営業部門は、赤字が出ても市は補償しないから、市民は

心配しなくてもよいと言わんばかりの答弁をしています。市民に本当に約束でき

ますか。 

 これまで行政がかかわる事業で赤字で困ったとき、行政が責任を負わずに済ま

せたことはないと思います。海洋深層水も、夢古道の温浴も、また、道の駅も、

最終的には尾鷲市が全責任を持つというのは、市民の税金で赤字の尻拭いをする

ということです。 

 道の駅の賛否の決着は、市議会でもなく、市民でもなく、岩田市長単独で最終

的に決めるということなのか、明確にしておかねばならないと考えます。後日の

ためにも、その責任についても、市民にわかるように明確に御答弁をしてくださ

い。 

 次に、尾鷲小学校の新校舎問題についてお尋ねします。 

 前回の１２月議会においても、新校舎の問題点をできるだけ改善するよう申し

上げましたが、その対策の考え方の一つとして、建物の維持管理は、向井にある

古道センターと同様に、壁面塗装を３年ごとの目安で行うと二村教育長が答弁を

されましたが、完成後１年の尾鷲小学校外壁を、今回の予算６７３万円で塗装を

行うと記者会見で述べています。完成からわずか１年で、外壁のヒノキ板に塗装

をしなければならないということに、市民の理解を得られるとは思えません。 

 岩田市長、二村教育長はどのように考慮されたのか、大変気がかりです。市長

と教育長の感覚、神経はどうなっているのか、私にはよくわかりません。お二人

の考えをお聞かせください。 

 尾鷲小耐震新校舎の総事業費は、７億７,５００万円でした。昨年３月の完成

までに、ログ工法から羽目板工法にと急遽変更し、工事費も業者の言うがままに
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増額しました。完成後の４月と５月には雨漏りが６カ所で見つかり、外壁には反

りや汚れが各所で発生しました。しかし、そのような不良箇所を承知の上で、設

計ミスは全て尾鷲市の責任だと言ってはばからない岩田市長は、設計業務と建設

工事の監理監督をしたシーラカンス社を表彰しました。 

 そして、新校舎の不良箇所である外壁面は、熊野古道センターと同様に、３年

ごとを目安に塗装すればよいとの教育長の答弁でしたが、完成後わずか１年で、

尾鷲市の責任で塗装をやり直さなければならないことに、疑問や矛盾を感じない

のでありましょうか。この塗装の費用６７３万円を全額市費で賄うのは、筋違い

ではないのですか。市民の大切な税金を、湯水のごとくとは申しませんが、軽々

に使ってほしくないのであります。 

 設計と建設監理ということで大金をシーラカンス社に支払った上、感謝状まで

贈った岩田市長は、設計ミスも、建設途中の変更や完成後のトラブルも、全て尾

鷲市の責任と言わんばかりに、シーラカンス社や工事関係業者を表彰しました。

岩田市長の姿勢は、どう考えても異常だと私は思うのです。 

 その上、今回の外壁修理代６７３万円は、その異常性の延長線上の予算である

と考えられます。設計ミスから完成後の現在まで、発生しているトラブルに対し

て、その責任の一切を市民のお金、税金で賄うのですか。 

 市長と教育長は当然のこと、議会も工事の追加や設計変更を認めてしまい、チ

ェックが甘かったのですから、責任の一端は持つべきだと思いますが、最も責任

を問われるのは、設計と工事の監理監督で大金の報酬を得たシーラカンス社だと

私は思います。 

 ちなみにシーラカンス社に支払われたお金は、設計に２,７４８万５,８５０円、

監理に１,５２２万５,０００円で、合わせて４,２７１万円余の大金を尾鷲市が

支払っています。シーラカンス社が約束どおりの仕事を完全にしていれば、すば

らしい学校ができたと多くの方々から喜びの声をたくさんいただけたと思ってい

ます。しかし、残念なことに、市民や有識者の御意見は、長もちしない、維持管

理にお金も労力も大変、汚いイメージの建物と悔しい限りの厳しい声ばかりです。 

 今回の外壁塗装修理について、シーラカンス社と相談、協議をされましたか。

当然、これまでシーラカンス社の設計ミス、建設工事の監理責任について話し合

われたことだと思っていますが、責任問題をどこまで協議したかをお尋ねします。

具体的にお聞かせください。また、市長と教育長の責任についても、あわせてお

尋ねします。 
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 次に、骨格予算に絡めた防災新規事業の問題について質問します。 

 市長は平成２５年度の新予算書を配付した際、今回の新年度予算は、第６次総

合計画の実現に向けた諸施策を推進する必要があるけれども、市長選挙の改選期

であることから、骨格予算にしたと説明をいたしました。しかしその後に、年度

当初から早急に組まなければならない事業執行に影響する新規の事業も計上し、

予算編成したとのことでありました。 

 よくわからない説明だがと、どうしたことなのかと、当初予算と主要事項説明

書をつぶさにチェックしたところ、本格予算と骨格予算のけじめがついていない

ことに気づきました。前年度の当初予算と比べて、減少した予算になるのが骨格

予算としての常識ですが、前年度を上回る当初予算になっているのに、骨格予算

としたと言う岩田市長の言葉が、どうしても理解できません。 

 骨格予算とは、年間予算として政策に係る収支を除き、人件費等義務的経費を

主体として、必要最小限の収支のみを計上する予算を骨格予算というと自治用語

辞典に解説されています。 

 よほど急を要する新規事業でもあるのかとチェックしましたが、新たに６月の

市長選挙で選ばれた市長に託してよい事業が数々あって、まるで岩田市長が再選

されるのを予測した本格予算になっています。特に防災関係については、総務産

業常任委員会の最重要の課題でもあり、将来的にしっかり調査をし、検討が必要

な事業まで予算計上されており、市長としての器量を考えさせられました。 

 私は、新規事業として今回計上されているエリアワンセグ事業については、一

部の業界が開発中のシステムというだけの情報を市の関係者から以前に聞いただ

けで、その後の状況を一切聞いておりません。基盤整備だけで１億４,９５７万

円もの予算を計上し、今後何億円も必要になりそうな新規事業のエリアワンセグ

システム整備工事費を最優先の防災事業として予算計上していることに、岩田市

長の感覚とその神経が正常ではないのかと大変心配になります。それとも、調子

に乗ってやり過ぎではないのかと、強い疑念と不信感を私は覚えてなりません。 

 海辺に近い地区の住民は、逃げるが勝ちの逃げ場の整備を強く要望しています。

避難道路や避難タワー、中村山公園や尾鷲神社の裏山等の整備も強く願っていま

す。今日の時代、病院の近くや周辺各地区に、ドクターヘリの発着できる広場の

整備も必要です。市民の命を守るために、もっときめ細かな対策が必要なのです。

揺れてから、５分で逃げれば全員助かると言われていますが、そのための逃げ道、

逃げ場、市長はどのように考えているのか、お聞かせください。 
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 地震や津波が来るとわかっていても、助けがなければ逃げられない子供から老

人まで、多くの人がいます。そのための整備は、尾鷲市としてどう取り組んでい

くか。市民との対話、共創が大切だと思います。高いところに導くための避難路

の整備、避難場や施設の整備、ドクターヘリの発着にも使用できるヘリポートや

空き地広場の整備など、６月の市長選挙、市議選挙後には、全力を挙げて取り組

んでもらいたいと私は願っています。岩田市長の御見解をお尋ねいたします。 

 今回の一般質問は、大筋３項目に分けて質問しましたが、総括として、私は岩

田市長の品格を問わねばなりません。 

 道の駅については、今月１９日に全員協議会を開き、市長から何らかのお話が

あると聞いておりますが、市長の決定をお聞きするということなのでありましょ

うか。所信表明では、市民参加のまちづくり、市民参加の防災などと、市民参加

を強調されています。市民との懇談会を開催したことで、市民参加だと取り違え

ているのではないでしょうか。道の駅は市民の反対があっても、最終的には市長

判断でやってしまうことを、市民は思い知ることになるのかどうか、懸念してい

ます。 

 また、尾鷲小学校耐震校舎新築に関しては、設計ミスから始まりさまざまなト

ラブルを引き起こした業者に、感謝状を贈って平然としている神経は普通ではあ

りません。 

 さらに、骨格予算としながら、しっかり肉づけをした当初予算を、普通の常識

を持つ大人なら、骨格とは平気で言えないはずです。一般会計で、前年度予算を

２億７,０００万円も上回る９８億６,０００万円が骨格予算とは、奇々怪々です。

この４年間、市長としてのまともな品格が見えてこなかったことを非常に残念に

思えてなりません。 

 壇上からは以上ですが、市長の誠意ある答弁をお聞かせいただきたいと存じま

す。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 道の駅についてお答えします。 

 商工会議所は、これまでに２回にわたる道の駅の設置に対する要望書の提出、

また、３度の道の駅のあり方についての提言をいただいており、道の駅の整備に

商工会議所の協力は欠かせないものであります。 

 同所では、２月１９日の市議会との意見交換会の後、翌２０日に常議員会が開
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催され、尾鷲市商工会議所は道の駅計画を推進するということが確認されました。

その旨の意見書が２月２６日付にて提出され、３月１日には会頭、副会頭ほかの

皆様がお見えになられ、直接お話をいただきました。今後はこのことも踏まえま

して、商工会議所と一体となった道の駅のあり方、また、町なかとの連携のあり

方などを検討してまいります。 

 道の駅の設置についての是非に関しましては、市長である私が独断で決定する

ものではありません。そのために、道の駅の必要性については、随時議会へもお

示しするとともに、市政懇談会を開催し、説明、質疑応答を行う中で、一定程度

の御理解を得たと考えております。しかし、安易に事業展開を行っていけばよい

とは決して思っておりません。十分に議論し、御理解、御協力を賜りたいと考え

ております。 

 次に、具体的な道の駅の規模や内容ですが、本市への道の駅の設置は、来訪者

や市民が、日常でも災害時にでもより充実した施設を利用できるようにするため

に、国土交通省と尾鷲市の一体型による整備を今後要望してまいりたいと考えて

おり、明確に道の駅の全貌をお示しできるのは、関係機関と協議調整を行った後

となります。議員のおっしゃられる正確な情報と材料を示しての説明が可能とな

るのは、一体型の整備の場合は、国土交通省などの関係機関と協議を行った後で

す。 

 次に、道の駅の営業部門の採算性に関しましては、まずは自主自立のできる経

営方法を、施設の規模、機能を考えていく中で、尾鷲商工会議所などと協議が必

要であると思います。その中で赤字ありきで話を進めていくのではなく、どのよ

うにすれば継続して自主運営が可能であるかを、後発の利点を生かして、先進地

でのソフト事業の展開などを研究するなど、十分に協議してまいりたいと考えて

おります。 

 次に、尾鷲小学校・尾鷲幼稚園耐震整備事業に伴う改築及び補強工事の実施設

計につきましては、数量確認の部分でミスはありましたが、設計内容自体のミス

ではないと認識しております。 

 外壁の塗装については、雨漏りの場合は瑕疵でありましたが、外壁の経年劣化

については瑕疵ではないので、業者に担保を求めることはできません。今回、外

壁の塗装を行うことで、一度もとの外壁に近い状態に戻し、その後の経過を見な

がら、今後は尾鷲の子供たちを育てていく望ましい学校教育環境のあり方につい

て、安全安心、快適、子供たちの学びと育ちを保障する学校教育環境づくりとい
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う視点で、林業関係者、建築関係者など、さまざまな分野の方々の協力もお願い

し、十分な議論をしていくことも重要であると考えており、そういったことを教

育委員会で検討してもらいます。 

 次に、骨格予算につきましては、法令上の用語ではありませんが、真井議員が

おっしゃるとおり、政策的経費を極力抑え、義務的経費を中心に編成される予算

のことをいいます。しかし私の任期は７月２５日となっており、新たな補正予算

の編成が任期後になれば、５カ月間の空白が生じてしまいます。そのことから、

継続事業や、市民生活に直結し、年度当初からの執行が必要な事業について予算

化したものであります。特に防災については、間断なく対策を講じていく必要が

あります。 

 このことから、エリアワンセグシステム基盤整備工事１億４,９５７万５,００

０円、クリーンセンター施設能力増強工事１億３,６１８万５,０００円及び輪内

中学校・宮之上小学校改築工事６億１,６００万円などの大型事業の予算化によ

り、前年度を上回る予算となっております。なお、その他の投資的経費につきま

しては、市長改選期までの事業量を見込み、減額した予算としております。 

 次に、エリアワンセグ基盤整備事業を当初予算に計上したことについてであり

ます。 

 近年の住宅の気密性向上や豪雨時による風雨の音などにより、防災行政無線の

内容が聞き取りにくいといった住民の皆様の指摘が数多く寄せられていたことか

ら、携帯電話へのメール配信やフリーアクセスシステム、また、一部有償ではあ

りますが、戸別受信機の希望者への配布など、その対策を講じてきたところであ

ります。 

 しかしながら、戸別受信機の有償配付につきましては、５年間で９４台の実績

にとどまっておるのが現状であり、半額の１万７,０００円の個人負担もその要

因の一つになっていると思われます。また、現在の戸別受信機を配布していても、

近い将来のデジタル化には対応できないなどの課題もあります。 

 このようなことから、現在の戸別受信機にかわるもの、また将来のデジタル化

にも対応でき、安価で配布できるものとして、平成２２、２３年度に整備した無

線アクセスシステムを活用し、市内全域でエリアワンセグ放送を行える基幹整備

を行おうとするものです。 

 住民の皆様には、現在の戸別受信機からタブレット、エリアワンセグ放送受信

端末に変わるだけで、その使用方法については何ら難しいものではなく、テレビ
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型となっています。従来のスピーカーによる音声放送は聞き逃しもありますが、

このタブレットでは、音声に加え、文字や映像でも継続して情報を受けることが

できます。このことにより、長年の懸案事項でありました防災行政無線の内容が

聞き取りにくいという課題の解消が図れるものと思っています。 

 当初予算に計上したのは、基幹整備やその後のモニタリングにて１年間を要す

ることなどを踏まえ、予算計上させていただいたものであります。 

 エリアワンセグの設置の有効性については、平成２４年第２回及び第３回定例

会、総務産業常任委員会への実証実験の報告をしており、また、幾度となく一般

質問においてその有効性などを報告させていただいております。設置の優先度は

非常に高いものと認識しております。 

 次に、避難路等の整備についてであります。 

 尾鷲市では、「津波は、逃げるが勝ち！ 揺れてから、５分で逃げれば被災者

０！」をスローガンに、ハード対策、ソフト対策の両面から避難対策を実施して

おります。 

 ハード対策としましては、民間施設の津波緊急避難ビルへの指定を実施してお

り、平成２４年度は、ホテルビオラ様、ＮＴＴ尾鷲ビル様の２施設と協定を締結

いたしました。既に指定しているクラウンコーポ様と合わせ、津波緊急避難ビル

は３施設となりました。また、津波の想定浸水域に位置する３階建て以上の公共

施設８カ所に、地震自動解錠ボックスを設置しております。 

 このように、既存施設の活用を軸に、津波避難タワーや津波避難シェルターと

いった避難施設を新たに設置すること、その必要数や有効な設置箇所についても

検討しているところであります。 

 また、座ノ下や行野、三木浦などでは、住民の方々がみずから避難路の整備を

実施してくださいました。市からはわずかな材料を提供させていただいた程度で、

ほとんど全ての作業を地域の方々が行ってくださいました。このような自助、共

助の取り組みは、他の地域のよいモデルとなるとともに、地域防災力の向上の面

で大変心強く感じております。 

 ソフト対策としましては、本市の防災危機管理アドバイザーとして委嘱してお

ります、群馬大学大学院の片田教授の御指導を得て、住民主導型避難体制確立事

業を展開しております。自分たちのまちのことは自分たちが一番よく知っている

という利点を生かし、避難ルールを住民みずからが考えるという取り組みです。 

 古江では、土砂災害に対する避難ルールを検討しました。その中では、１人で
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は避難が困難な方と、その人を支援できる方のバランスを考え、隣近所数世帯で

防災隣組というグループをつくり、避難するときは必ずそのグループで逃げると

いう、災害時要援護者の支援に対する一つの手法が生まれてきました。三木浦で

は、津波に対する避難ルールを検討し、避難ルートや避難場所を決めていきまし

た。先ほど申し上げました三木浦の住民主導による避難路整備も、この取り組み

の一環であります。 

 本市としましては、こうした取り組みをさらに広げてまいりたいと思っており

ます。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） まず、道の駅から、再度質問をしていきたいと、このよう

に思います。 

 市長は、自分の独断で決めるものではないと答弁をいただきましたけども、な

らばどういうふうに決めるのかというと、その辺のところが、決着は、最終的に

はどうするのかということは一切触れられてはない。要するに方々に相談をする、

声をかけるということはおっしゃっておりますけども、結局は市長、あなたが独

断で決めるということに落ちつくんじゃないんですか。私は、そう聞こえて仕方

がありません。 

 日本の政治は、市長も御存じだと思いますが、議会制民主主義、尾鷲もそうで

す。市議会の審議、議決を得て、重要なことは決定するというのが本来の姿だと

思います。しかし、時には市民的な問題については、市民投票が好ましい。道の

駅の問題は、これまでの経過で判断するなら、市民投票できればそうしたほうが

なおよいと、私はそう思います。市長はよく共創と言うなら、なおさらのことで

あると私は思うんですね。 

 そういう意味では、市民投票という考え方は持てませんか。その辺のところ、

もう一度お答えいただきたいと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 議員がおっしゃられたように、今の地方自治体は二元代表制と

いう制度のもとに運営がされております。その中で、議会におきましては、市民

の代表として、市民の意見を代弁する機関として成り立っております。 

 そういった中で、我々も道の駅については幾度となく議会への説明をさせてい

ただきました。その中で、一度市民の意見も聞いたらどうかという提案もいただ

きましたので、今回、市政懇談会を開催して、市民の皆さんの意見を聞かせてい
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ただいたところであります。さらに、この市政懇談会の内容を取りまとめさせて

いただいて、議会に説明させていただいて、それから、その後で見きわめていき

たいというふうに思っているところであります。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） ということはこの後、後日にその辺を検討して、市民投票

も含めて検討するというふうに理解してよろしいんですか。それとも、議会の審

議、議決を経て決めていくのか。私はどちらでも結構だと思うんですけども、そ

の辺のところ、市民投票なのか、それとも議会の議決なのか、もう一度その辺の

考えを聞かせてください。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 市民の意見を代弁していただいております議会とのお話し合い

の中で決めていきたいと、見きわめていきたいと思っております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） 決めていきたいと見きわめていきたいとはちょっと意味が

違うと思うんですけども、もう一度その辺のところ、どちらかはっきりしてくだ

さい。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 住民投票となると予算も伴いますし、これで全て住民投票とい

うような話になりますから、私としましては、やはり議員の皆さんと話し合いを

させていただいて、その中で、市民の代表としての議員の皆さんの意見をお聞か

せ願いたいと、このように思っております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） 議会の意見を十分聞くというふうには、市長は答弁されて

いるんだと思うんですけども、聞くけどもどうするということは、市長がされる

というふうに私には聞こえるんですね。結局、決定するのは市長なんだというふ

うに聞こえるんですけども。 

 そう理解をしますと、先ほども、市長が赤字の問題も答えてくれました。赤字

が出ないようにいろいろと相談していくんだと。それは、日本国中どこの事業で

も、営業でも、恐らく単独でやって、これが公の事業だというようなところはな

いと思います。やはりその辺のところも、みんなで協議をしてやるんですけども、

現実はなかなか思うようにいかないと。結局としては、やはり運営、経営を続け

ていくために補塡をせないかんというのが、今の日本の各地の姿じゃないですか。 
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 尾鷲市だってそうでしょう。海洋深層水にしたって、夢古道の事業にしたって、

今まで商工会議所のほうから数百万円の負担をしていただいて、きょうまで続い

てきたと。ところが、それにも限度があるということで、今回、夢古道の委託費

用３９９万を、それプラス６００万、約１,０００万近いお金にして、今回委託

をお願いするというような形になっておりますね。 

 僕はそれはそれとして、もう認めざるを得ないだろうと。これは市民の方々も

大変心配されるだろうけど、もう事業として突き進んでしまったんです。今さら

これを無にするというわけにはいかないと。その例が夕張であり、それから、夕

張は閉めたところもあるでしょうけども。それから近くでは、御浜町のあのピネ

なんかもそうでしょう。結局よかれと思って、みんな知恵を固めて、集めて頑張

ったけども、結局はどうにもならんようになって、そして、町がかなりの負担を

したと。それが現実だと思うんですね。 

 そういう意味では、私は、そういう結果が出たら、やはり行政が最終的には責

任を持つのが常だと。ということは、全市民で負担するんですね。そういうこと

であるから、なおさらのこと、こういう事業をやるときには、全市民に参加して

いただいて、決めていくことが一番好ましいと私は思うんですね。 

 市長単独に決められて、そして赤字があってもしませんというようなことを言

うて、それが約束できると言うたら、できないでしょう。できますか。その辺、

お尋ねします。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 道の駅については、地域振興施設としての物販とか食堂とか、

そういったことだけを考えるのではだめでありまして、道の駅にはいろんな機能

があります。こんなものは釈迦に説法でありますけども、休憩機能があります、

それから、情報発信機能があります。それから、今、新しく国が重視しておりま

す防災機能があります。そういったものを総合的に考えて、また、高速道路の延

伸でふえるであろう来訪者を尾鷲市としてどうするのか、このことをやはり真剣

に考える必要があるんじゃないかと。 

 そういった中で、道の駅のいろんな、さまざまな機能がありますけども、ただ

単に物販、それから、食堂だけで限定して赤字が出るじゃないかというようなこ

とを議論するのではなく、もちろん赤字の出ないような施設にすることは、みん

なで知恵を出してすることは当たり前の話でありますけども、しかし違う部門で

の機能の発揮、これの大切さもやはり理解すべきじゃないかなと思っております
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し、ただ単に赤字が出たからといって補塡するというようなことは考えておりま

せん。 

 また、たびたび海洋深層水等については、赤字じゃないかということは言われ

ますけども、確かに管理委託料、それから、海洋深層水の水の売り上げを単純に

引き算しますと赤字でありますが、しかし、雇用効果、それから運搬等のトラッ

クの効果、それから、新しい商品の出現といった効果、あるいは税金を２,００

０万近く納めていただいておるといったことも考えて、やはり総合的に行政とし

ては考えていかなければならんのじゃないかと。道の駅、物販、売店、単純に赤

字という話じゃなしに、やはり行政として、道の駅をどうしていくかということ

を考えていくべきだと私は思っております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） 道の駅に関しては、これで最後にしたいと思うんですけど

も、市長、海洋深層水のことをおっしゃいましたけど、それは水をつくっておる

会社のことを主に言っておられるのか。あそこは、海洋深層水、わずかですよ、

使っているのは。ほとんどが、八鬼山の熊野古道水をただで使って商売しておる

と僕は理解しているんですね。そういう意味では、僕は商売人としては賢いなと

か思うんですけども、市としては残念に思います。 

 もっと海洋深層水を大量に使ってほしいですよ。あそこまで管を引いて、尾鷲

市も相当なる投資をしたんです。そういう意味ではちょっと勘違いをされんよう

に。熊野古道の水、八鬼山の水を大いに使って頑張っておるんです。それはそれ

でも結構ですけども、だけど、海洋深層水をそんなにたくさん使ってもらってお

りません。そのことはもう置きます。 

 それから、やれ通信じゃ、情報じゃ、やれ防災や何やとか言われましたけど、

それならもっと住民がたくさんいる、このまちの近くへ持ってきてもろうたほう

が、よっぽど尾鷲市のためになります。あんな外れたところへ持っていかれるよ

りも。 

 それから、道の駅の物販やとか営業の役割をしておるのは、尾鷲に既に、この

４２号線におととさんやとかいろんな店ができてきて、そういう意味では、大い

にここを発展させたら十分やっていけますよ。それからまた、そこと競合するよ

うな形になるほど、道の駅が頑張ったら頑張ったで、また問題が生じます、尾鷲

市は。 

 そういうようなこと、いろんなことを考えると、市長の言われた、防災や、や
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れ情報発信や、やれどうやとかいうようなことやったら、もっとまちに近いとこ

ろで考えたらいいと。また、まちかどＨＯＴセンターやとかいろんなところをも

っともっと活用することを考えたらええし、海へお客様に来ていただけるように、

それなりの仕組みをしっかりと整備したほうが、よっぽど私は尾鷲のためになる

と、このように思うんです。 

 そこら辺のところはもうこれ以上言いませんけども、ただ、この道の駅につい

ては、最終的には悪くいったときには、全市民に支えてもらわんなならんのです。

だから、私は、市民投票、住民投票はやれるものならやったほうがいいと、この

ように思いますから、そのことについては提言を市長にしておきたいと思います。 

 いずれにしても、６月の市長選挙、市議選選挙がありますけども、ここでの一

つの政策の論点になるかと思います。その辺のところでも、市民の意向というの

はある程度受けとめられるかなと思ったりもしておりますが、その辺のところを

慎重に、市長、考えていただきたいと、このように思います。 

 それから、次に、尾鷲小学校の外壁塗装でありますが、昨日の質疑の中でも、

南議員は、尾鷲小新校舎の外壁塗装の工事について、尾鷲の文化や風土にそぐわ

ない羽目板工法を採用してしまったと、今回の塗装予算は市長はどう考えている

かと尋ねておりましたけども、市長は、教育委員会が子供たちのことを思って判

断したことを重く受けとめたと、今後のことはいろいろと相談していくが、とり

あえず外壁をきれいにするための予算計上をしたと答弁されております。 

 新築早々からいろいろな問題が発生して、今後長年にわたって、修理代や校舎

維持のための多額のお金が必要になるが、このようなことになってしまった責任

はどこにあると考えておられますか。市長に明確な御答弁をお願いしたいと思い

ます。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） ああいった形で外壁が色落ちするようなことを当初からは想定

できなかったということで、それは執行部側にもありますし、みんなでその責任

は重く受けとめなければならないと思っております。私の責任も、相当重いとい

うふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） 私も、市長の責任は重いと思います。そして、現在教育長

をされておる、当時の二村さんにも、私は責任があると思っております。当時、

尾鷲小学校の校長さんをされておって、この構想計画に参加されたと聞いており
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ますが、そういうことでは、市長、教育長の責任も重い。それから、市会議員も、

そういうことで認めてしまった、甘かったということで、責任の一端は市会議員

にもあると思いますが、一番重いのは、私は、シーラカンス社やないかと思うん

ですね。その辺のところは、シーラカンス社はミスはなかったと言いましたけど、

今のこのトラブルについても、一切責任がないと市長はお考えですか。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 雨漏りに関しては、施工業者の瑕疵があるというふうに判断し

ましたけども、その外壁の塗装落ちについては、設計の瑕疵というところまでは

行かないんじゃないかと思っております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） もともとはログでやるということで設計をして、そして、

業者が入札されて出発したんですね。ところが、途中でログでやれなくなってし

まったと、だから、羽目板だと。これを決定したのはどなたですか。やはり、設

計会社の了解なしには決められんのでしょう。その辺のところはどうなんですか。 

 私はまず、この羽目板にしたこと自身の責任はどこにあるのか、その辺のとこ

ろは、市長の見解を聞きたいと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 外壁の色落ちは、私の聞く限りは、ログ工法から羽目板に変え

たことによるものではないというふうに報告を受けております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） 市長は自分の目で確認し、検討しておらんのですか。どな

たが報告したか知らんけども。要するにログ工法を羽目板工法にしたのも、設計

業者なんでしょう。そして、その羽目板の板張りが、僕ら、もうはめてあるんか

と思ったら、打ちつけてあるんですね。あれが何で羽目板と言うのかようわから

んです。それも、１センチ５ミリぐらいの薄い板なんですね。もうログ工法のこ

んなあれから見たら、微々たる厚みの、薄い板で壁を張ってあると。そして、そ

れが反れてしまったり、雨がかかったら黒く汚れてしまったりというのが現在の

姿なんですね。 

 そういうことでは、設計業者にも責任が大いにあるでしょう。どうですか、市

長。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 塗装をやって、こういうような形で色落ちしたのでありますけ
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ども、これは設計どおりでありますので、設計業者の瑕疵という判断はできない

のではと思っております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） どなたに相談をして、市長はそんなふうに決めておるんか

わかりませんけども、最近、地元新聞に、この尾鷲小学校の問題解決のためにと

いうことで、一生懸命ふるさとに提言ということで投稿してくださっている方が

おります。 

 この方は、私も率直に申し上げると、私の古い友人ですけども、この方にどう

してそういうことを一生懸命書かれるんかというふうに率直に尋ねてみましたら、

その答えが次のようなことでした。 

 尾鷲も海山も自分のふるさとであり、子供たちの大切な校舎が大人の責任で問

題が発生しているのだから、問題解決の努力を誰でなし、誰でもするのは当然だ

と。そして、もう一つは、自分は東京で長年設計会社に勤めてきたが、ふるさと

尾鷲小学校の設計問題点に助言や意見具申ができないようでは、設計仲間に合わ

す顔がないと。そして、子供たちにも申しわけないと、そういうこと。それから、

尾鷲ヒノキはふるさとの大切な資源、その尾鷲ヒノキの評判や信用を傷つけては

いけないと。そのため、尾鷲小学校新築の建物をグレードアップしなければなら

ない。その改善をみんなで考えたらいいんじゃないかというようなことでした。 

 結局は全ては子供たちのためにということなんですけども、その中でシーラカ

ンス社といろいろと手紙やとか応答したところ、尾鷲市から一切何の相談も受け

ていないと。昨年８月のあの雨漏りを修理したり、何かいろんな手直しをしまし

たけど、そのことについても、シーラカンス社としては、自分のほうにもミスは

ないけども、相談も一切受けてないと。 

 今回もそうなんですか。今回も、シーラカンス社と相談も協議も何もしてない

んですか。その辺、どうなんですか。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） 尾小校長の在籍当時からこのことにかかわっておりますが、

まずは、安全安心、快適、豊かな学びを保障する環境と生活空間を持つ学校づく

りということで、私は基本構想の段階にかかわってまいりました。そして、今、

こういう教育長という重責におりますので、まず、尾小改築の問題にかかわって、

真井議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 学校施設の維持管理というのは、教育委員会の重大な仕事でございます。現在
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課題になっておりますこの黒ずみにつきましては、まず何よりも、子供たちに安

心して元気に学びに励んでいただきたいということで、きのう答弁をさせていた

だきました。 

 そして、この春休みに１年点検を行う予定でおります。その１年点検のチェッ

クリストは、国土交通省の官公庁施設の建設等に関する法律施行規則をもとに管

理業者が作成することになっておりますが、この国土交通省の指標以外にも、全

体を見て、今議論になっておるような外壁の問題も、中のまた気になるような点

についても、リストアップして管理業者に示して、検討してまいりたいというふ

うに考えております。 

議長（三鬼孝之議員） １６番、真井紀夫議員。 

１６番（真井紀夫議員） もう時間がないので、手短にお願いしたいんですけども、

いずれにしても管理業者とかどうとかやなしに、つくるときの話ですね。つくっ

てしもうた現在を言っておるんじゃないですよ。つくるときの、なぜこういうこ

とになってしまったかという責任をはっきりとさせないかんと僕は言っておるん

です。今後の手当ての仕方やとか、今後どうしていくかとかというような、そう

いうことではなしに、この責任を、こうやってしてしまった責任をどう考えるの

かと尋ねておるので。ちょっとピントがずれてますで、教育長。先ほどの意見は、

もう先日、十分伺っております。そんなことで、今後その辺のところを深く検討

してもらいたいと、このように思います。 

 次に移ります。 

 それから、三つ目の骨格予算についてですけども、市長はまだ任期が７月２０

日過ぎて、２４日か５日まであるのでというようなことでしたけども、それにし

ても市長、前年度より上回る予算を上げて、それが骨格予算だと。まず、常識か

ら言うても、その辺のところを抑えるのが普通でしょう。 

 私は、次、岩田市長がなられたら、また多少気が楽になるかなとも思ったりも

したんですけど、どなたが次の市長になるのか、よくわかりません。そのときに

次の市長が、尾鷲の方向をどのようにして手をつけていくのか、その辺のところ

の余裕というんですか、形は当然、今の現在の市長が心配りとかするのが普通だ

と思うんですね。そういうことでは、ちょっと、よういけしゃあしゃあとあんな

ことを言うたもんやと、僕はそんなふうに思いますよ。 

 そういう意味では、今回のエリアワンセグ事業は問題があり過ぎる。事業その

ものは全国に例もなく、他の市町村に先んじて尾鷲市がやらねばならない理由は、
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私はそんなにないと思うんですよ。もう少しおくれたって、何もそんなに大きな

影響はないと思っていますね。それよりも慌て過ぎて、改善改良を重ねた新製品

が、今後できるかもわかりません。そのときに入れかえることはできないんです

ね。後悔が残るだけです。十分に調査研究することが、私は何よりも大事だと。 

 ところが、私たち市議会としては、ただ、今、実験中なんですということ、昨

年の６月の私の一般質問でも、そのように市長はぽろっと答えておりますけども、

その程度、その後どういうふうな状況になっておるんか、一切私は聞かされてな

い。私は担当委員長ですが、ちょっと乱暴過ぎませんか。それが、骨格予算だか

らこうなんだと言えるのかどうか、私は、その辺のところは異常やと思っており

ます。 

 市長は市民との共創を大切に考え、市民の声をしっかりと聞いてと言いますけ

ど、私は市民目線、住民目線を基本にしてないと、このように思うんですよ。先

ほども言いましたけども、市民はもっともっと、避難タワーというのは費用がか

かると市長はきのうも答弁されておりましたけど、やっぱり避難タワーも欲しい、

避難場所も欲しいというようなことは、どこへ行ってもあります。すぐ自分の裏

山なんだけども登れないんだと、数メートル登れるけど、その先は１０メートル、

１５メートルのところまで、崖でとても行けないというようなことは、そこらに

幾らでもあるんです。そんなことをきめ細かく対応するのが、私は行政であり公

共サービスだと思うんですけどね。 

 その辺のところ、ワンセグは、そういうことでは、あっちこっちのメーカーが、

今、競争してやっておる。その中からいいものを選ぶということじゃないんでし

ょう。まだまだ一つか二つが実験的に進めてきておるという段階でしょう。それ

を１年や半年おくれたって、２年おくれたって、そんなに防災上問題ありますか。

それよりも、市民一人一人の命を助ける手だてを小まめにやるほうがよっぽど大

切なのと違いますか。私はそんなふうに思いますがね。 

 それから、もう一つ、先日、中村山へ近道を切り開くということで、尾鷲小学

校のＰＴＡの方々と先生方が多数で、斜面の雑木やとか草木を刈っておりました。

そこでお尋ねをしたんですけど、中村山、学校の裏山と言うが、全校の生徒を山

まで上げようと思ったら、やはり１０分前後かかるんだと。５分で逃げれば全員

が助かると言うけども、そういうわけにいかないんだと。だから１分でも早く逃

げられないか、その近道をどこかへつくれないかとそう思って、きょうはちょっ

と作業をしているんだと、そんなことを言われていましたね。 
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 私は切実な声だと思うんです。そんな姿を、みんな地元の市民、住民が頑張っ

てくれておるので結構なことやと。私、それは行政の姿と違うでしょう、そうい

うことは、行政が先頭に立って、そしてこうやろうと思うと、皆さんもお手伝い

いただけるかというのならまだ話はわかるが、市民が先頭に立って、そういう山

を開いて、近道をつくると、そんなことをやっておるのを、偉い、偉いと褒めて

おるだけで済むんですか。 

 それから、もう一つ。（「回答させてもらいたい」と呼ぶ者あり）もう時間が

ないものでね。 

（発言する者あり） 

１６番（真井紀夫議員） はい。 

 消防団のことにも、あれしてください。消防団もどうなっておるんか。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 骨格予算、まず言いますけど、継続の耐震で６億ですよ、６億。

それから、エリアワンセグはそんなに急がんでもええって言われますけども、東

日本大震災で、情報の伝達の大切さというのが物すごくクローズアップされてい

ますよ。それから、真井議員が会派を組まれている中で、ずっと市内を回られま

して、防災無線の聞こえないという苦情がどれだけあったんですか。その中でワ

ンセグの話もされていますよ。それをどう判断するんですか。 

 それと、避難路の話は、それは行政の仕事であります。しかし、防災に関して

言えば、まず、自助、共助、これがなければ絶対だめです。我々はそれを手助け

する、それが基本的な姿勢です。それで、初めて防災の役割をみんなが果たすこ

とになると、そういうふうに思っております。 

 先日も尾鷲小学校の保護者の方、それから学校の先生が、尾鷲小学校からの中

村山への避難の近道をみんなで探しました。私も教育長も、これは一緒に行って

汗をかかなあかんと思いまして、２人とも参加して仕事に従事しました。こうい

う働きが、これからの防災に対しては一番大事な話であります。 

 だから、我々が、こうして、こうこうせい、ああせいという話じゃないんです。

市民から、あるいは住民の方から、ここの避難路がないのでどうしましょうとい

う話の中で、じゃ、これはこうしましょう、ああしましょうとみんなで議論する

ことによって、初めて防災としての効果が発揮できるものと私は確信をしている

ところであります。 

 行政が先導してやらなければならないものはありますけども、しかし避難の方
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法、避難の道、そういったものについては、行政がここをああしなさい、こうし

なさいという話ではない、そのように私は確信をしております。 

議長（三鬼孝之議員） ここで、（「議長」と呼ぶ者あり）いや、時間が制限時間済

んでおりますから、発言を中止します。 

 ここで１０分間休憩いたします。 

〔休憩 午前１１時０３分〕 

〔再開 午前１１時１３分〕 

議長（三鬼孝之議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 報告いたします。大川委員が所用のため後刻出席いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

 １５番、中垣克朗議員。 

〔１５番（中垣克朗議員）登壇〕 

１５番（中垣克朗議員） おはようございます。 

 批判なきところに進歩なし。反省なきところに飛躍なし。緻密な計画なきとこ

ろに実りあるゴールなし。私の拙い青春時代の思想への試走というエッセーの書

き出しから始めさせていただきました。 

 まず、市民の皆さんに誤解ないように申し上げておきたいのは、おとと周辺の

お店の発展だけでなく、従来のまちの中の小さな商店の発展もお祈りしておりま

す。各商店の経営努力は評価しています。商店利用の９割以上は、利便性を求め

る市民である。仮に南インターに物産店ができても、ほとんど顧客が競合するわ

けでないので、さほど影響はない。高速道路通過客が対象だからであります。 

 あんなところへ逃げられるかという発想をまだお持ちのお方、あんなところに

買いに行けるかという発想をいまだにお持ちのお方は、地域発展のために御近所

のお店を利用するべきである。まちの中へ誘客するシステム構築の見解発露なの

に、それを拒否して、市が道の駅にかかわることがなくなると、ひどいスルー現

象が起こり、外来客が激減して、商店の崩壊が始まることになるだけである。 

 ３月現在の尾鷲市人口は、外国人登録者１４８人を加えて、２万２６５人。先

月からも結構減少しております。人口が減れば、どの分野の職種も減収になる。

ますますゴーストタウン化への道をたどる。 

 高齢化人口３７.４％に達し、限界集落は１２になった。周辺部は賀田の４９.

５％を除いて、全て５０％以上。店の経営がだんだん成り立たなくなる。顧客が

なくなるから、ますます、やがて閉店を余儀なくされる。加速度をつけて衰退し
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ていく。これが、私が南インター道の駅設置賛成の要因である。 

 いま一つは、商工会議所のフロンティア精神旺盛な有志が、アグレッシブに企

画遂行の有意義さを宣言したアクションに共鳴したことからでもある。 

 さて、国土交通省とのタイアップ交渉の段取りのタイムリミットが近づいてい

るとき、市長はどのような方策を展開し、行動成果を認識しておられるか。 

 一つ、道の駅促進に対して、国土交通省に根回し的なアプローチをどのように

展開し、その状況はどうなのか。 

 一つ、市民の多くの方や私たちは、具体的な内容発表を待ち望んでいることに

対して、その提示がなければ論議の進展がないことをどう認識なされておられる

か。 

 高速道路の通行量は、全てが貫通して完成したときには４２号線の数十倍にな

ると想定されるとき、紀北町も熊野市も素早く対応する熱意の示し方を発揮して

いるのを見て、ただ圧倒されて沈黙している場合ではない。長々とトンネルを乗

り継いできたらオアシスがあった。そんなイメージではいけないのか。 

 私は、自分のモチベーションを語ってみたい。その界隈に沐浴浴場があり、足

湯があり、薬品会社と提携したメディカルバレーにいざなうあずまやがあり、小

さな渓谷で魚釣りやスケッチを楽しめる場所があり、尾鷲にいらっしゃる樹木博

士の指導する林間学校があり、東の谷川越えてそびえる三田谷の山のあたりにロ

ープウェーを敷設し、三つの尾根越えて、尾根の頂から海などが俯瞰できるパノ

ラマがあり、子供たちが行ってみたがるメリー・ゴー・ラウンドやゴーカートが

ある遊園地があり、尾鷲節や和洋折衷のダンスを披露できる野外舞台があり、旅

人が競演できるカラオケがあり、自慢の人は市内のカラオケ屋に出ていただいた

り、健康エステがあり、ついでに東南アジアのエステもあり、市内の整体師やマ

ッサージ師が来てくださる館がある。 

 もちろん、早田のウニで製作した染物や、かんなくずでつくったドレスも展示

し、わっぱや人形や尾鷲の伝統工芸品も販売する。近くの山登り、全国森林オリ

ンピックも開催すればよい。周辺の山を切り開き、民間資本協力を導入してパラ

ダイスをつくればよい。市民説明会でも、やるなら命がけで信念持ってやれとお

っしゃった行野の方の檄を、市長や副市長は忘れてはいけない。オール市役所職

員も忘れてはいけない。 

 私はかねてから、小中高生たちに、もし道の駅ができるとしたら何があったら

いいのか問えと言っている。みんなの尾鷲でみんなの道の駅という発想を展開し
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なければならない。もう時間がないよ、市長。 

 ハイウエーオアシス事業とは、高速道路のパーキングエリアやサービスエリア

と、周辺の公園、海岸、キャンプ場などの観光地との一体的な整備を図るもので、

そこに車を置いたまま、周辺地域が利用できることにするもので、既に２０年ほ

ど前、北陸自動車道の徳光サービスエリア、北海道縦貫道砂川サービスエリアの

２カ所が完成し、その他の高速道路の道の駅構築の先駆けになった。 

 本市の場合、南インターの駐車場に車を置いたまま、徒歩でお出かけの方々を

迎え入れることは無理なので、ハブ化の中核地として捉え、まちの駅や海の駅や

その他の目的地に誘導すればよい。副市長が早田でスピーチなさったのは、そう

いう趣旨だったのではなかろうか。 

 それに呼応するかのように、三木浦では、外部から車で来る人が対象なので、

地域の物産をＰＲできる絶好の場所とチャンスなので、ハイウエーオアシスのよ

うなものがぜひ必要であり、後手に回らず先手先手で突っ込んでもらいたいと力

説した賛辞があった。その三木浦にはツバキ油がある。タイみそがある。アクア

ラングができる透明度の高い元盛松の入江がある。遠洋漁船の根拠地がある。ヒ

ノキの切り株の椅子に座って、たらふく旬のとれたての刺身が食べられる。１０

０人ぐらいの入室可能な番屋を新設すればよい。観光地ひき網もやればいい。 

 三木里の海水浴場での各種のイベントの開催も必要だ。シイタケやケチャップ

もある。小鳥さえずる森の小道の遊歩道がある。からくり戸があり、天井が開閉

でき、夜には室内から星が見える六角形のログハウスがある。除伐材を利用した

デザインアイデア賞受賞の休憩利用家屋である。 

 古江のアクアステーション深層水取水口で、県内初採取のコツノガニやアルヒ

ウチダイなどが話題になったが、捕獲された２０種類の珍魚を、近くの県の尾鷲

栽培漁業センターの水槽で飼っている亜熱帯魚とともに入れたミニ水族館をつく

れば、親子連れの客寄せにもなる。製塩体験もできる。何よりも、海洋機構が世

界で一番先に近海の底に敷設したメカニカルな瞬時津波情報システムが学習でき

る。 

 アワビは、尾鷲漁協市場で、キロ高値５,０００円から７,０００円にもなると

きもあるが、きのうはアワビは５,２５２円でしたね、高値で。ここアクアステ

ーションでは、深層水利用のアワビやサツキマスなどを養殖して成功している。

深層水は、岩田市長さんの前の前の人のときにつくった。何としても深層水利活

用増を企図して、この財政負担減に懸命な市長の努力には拍手を送りたい。 
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 曽根では、ムラサキオンツツジがある。縄文土器がある。ツツジ城とゆかりの

ある甲賀流忍者のミニ館セットもつくればいい。飛鳥神社の樹叢もある。また、

浦々の婦人会を中心に、微妙に味が違うサンマすしづくり体験を、もっと外来客

のツアー案内の中で情報発信してもらいたい。梶賀のあぶりや遊漁船やハラソ祭

りがある。まさにこの地域は、天文台の中村山とともに修学旅行のメッカになり

得る可能性がある。 

 賀田では、昔、大飢饉の際、飢えをしのぐために寄り添い、分かち合ってトチ

の実を食べた、そういう経緯があり、今でも大切に慈しんでいる。５月になると、

山一面に美しく、数百本咲くそうだ。その貴重なトチ餅が有名である。漁業権は

曽根漁協にあるが、なくなったアサリの干潟は賀田に最も近く、早期復活が望ま

れる。 

 早田では、ウニでつくった展示用染織物、アジの姿ずし、九鬼の原生林、本州

唯一の自生地で北限のヒロバノコギリシダが有名である。とらまきや干物と鰤祭

り。行野のアクアラングと魚と島々の景観。大曾根も魚。これから有望な海藻ヒ

ロメの養殖。向井の熊野古道センター、夢古道おわせの湯。地質学的にも貴重な

須賀利の天然記念物の海跡湖、大池、小池。ハマナツメ。マグロの養殖。えびす

祭り。尾鷲の市街地ではヤーヤ祭り。土井竹林、土井家のお人形の家。市内各地

の５０の寺などにある文化財。イタダキ市。天満荘。海と山とのツーデーウォー

ク。世界遺産の市内４カ所の熊野古道めぐり。尾鷲節コンクール。尾鷲港祭り。 

 るる長々と申し上げたが、誘客しなければならないところは幾らでもある。ど

こへ誘客するんだとおっしゃる方が多いけれど、まちまちでここへ来てくれ、そ

うみんなに募集すればよろしいんじゃないか。 

 市民から、誘導という言葉だけでなく、どこへ誘導するのかという質問があっ

たが、どう認識されておられるか。 

 一つ、来訪者に何をアピールできるのかという質問に対するお答えとともに、

反対する市民への究極のアピールは何か。 

 一つ、来訪者に来てほしいところや地域に応募を呼びかけたらどうか。 

 壇上からの挨拶をここで終わります。（「挨拶じゃないですよ」と呼ぶ者あ

り）質問。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 道の駅につきまして答弁いたします。 
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 尾鷲市の置かれている現状は非常に厳しく、人口変動だけを見ても、少子高齢

化であることがわかります。平成２２年の国勢調査では、日本全体が人口減少に

転じ、大都市圏からの制約の大きい本市としても、地域資源を最大に生かした施

策を講じていく必要があると考えております。 

 このような中、本地域において大きな環境の変化である高速道路の延伸は、本

地域に来訪者の増加などのメリットをもたらす一方で、ストロー現象の発生が心

配されることから、高速道路の延伸に伴う地域活性対策が求められます。熊野尾

鷲道路Ⅰ期線の供用が開始する平成２５年度、また、近い将来つながるⅡ期線に

合わせて、町なか地域資源を生かした関連事業を講じていきたいと考えておりま

す。 

 道の駅設置の方策や展開に関しましては、来訪者や市民の皆さんがより便利に

利用していただくためには、単独型ではなく一体型で設置したいと考えておりま

す。行動成果に関しましては、この事業は要望を提出した段階が第一歩であると

考えております。成果があらわれるのは、高速道路が延伸し、ストロー現象に対

応した道の駅が適切な場所に設置され、町なかに誘客が行われたときにあらわれ

るものであると思っております。 

 道の駅を開設するまでの行程が国土交通省から示されておりますが、まず第一

に道の駅設置者、つまり市が基本的な計画をつくり、それをもとに国に要望して

いくべきもので、本市はまずこの第一歩を正式に踏み出そうと考えている段階で

あります。 

 具体的な道の駅の規模や内容ですが、本市への道の駅の設置は、来訪者や市民

が、日常でも災害時にでも、より充実した施設を利用できるようにするために、

国土交通省と尾鷲市の一体型による整備を今後要望していきたいと考えており、

明確に道の駅の全貌をお示しできるのは、関係機関と協議、調整を行った後とな

ります。 

 現在、道の駅の具体的な内容についてさまざまなアイデアを蓄積しており、議

員の御提案もありがたく受けとめております。今後、具体的に国土交通省と協議、

調整を行っていく過程では、議会はもちろんのこと、市民の皆様にも内容等をお

示しできるように努めてまいりたいと考えております。 

 どこに誘導するのかということでありますが、道の駅は道の駅だけでその役割

を完結するものではなく、お客様に道の駅を玄関口として、市内、町なかに来て

いただくということも、その大きな役割の一つでございます。本市ではこれまで
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に、第５次尾鷲市総合計画後期基本計画の中で、「まるごと“おわせ”を売り出

す」プロジェクトとして、観光と物産、地域を一体として売り出していく事業を

展開してまいりました。 

 これらの中には、海洋深層水事業、夢古道おわせ、食による魅力づくりと尾鷲

よいとこ定食、魅力ある魚のまちづくりと、マハタ、マダイ、アオリイカのブラ

ンド化の推進、グリーンツーリズム推進事業、おわせ輪内地区まるごと振興協議

会における、輪内地区を中心とした各地区での魅力づくり、にほんの里１００選

に選ばれた須賀利地区の景観、尾鷲市健康増進プログラムによる健康増進ツアー

や尾鷲セラピスト、尾鷲まるごとヤーヤ便、尾鷲イタダキ市、尾鷲ものづくり塾、

尾鷲観光物産協会の法人化と着地型ツアーの実施、尾鷲ヒノキを活用した商品づ

くりなどなど、この数年間でさまざまな魅力づくりに取り組んでまいりました。 

 さらにこれらの取り組みには、全てに魅力的な人や組織が存在しており、これ

はどこにも負けるものではありません。次のステップでは、これまでの取り組み

を総括した上で連動させ、さらに進展させることが不可欠であり、来訪者への効

果的なアピールの仕方など、情報発信を含めた仕組みづくりを、商工会議所を初

め関係機関とも連携しながら進めてまいります。 

 道の駅を生かしたまちづくりにつきましては、市民の皆様からも、さまざまな

形で建設的な前向きな御意見をいただいております。議員からいただいたアイデ

アも十分参考とさせていただきます。 

議長（三鬼孝之議員） １５番、中垣克朗議員。 

１５番（中垣克朗議員） 道の駅構想を中心に実施された市民懇談会１５回会場、全

てに私は参加させていただいた。賛否両論渦巻く中で、諸課題の検証を少しして

みたい。 

 当初、親しいある議員が、市内のどこを回っても誰一人として賛成する者はい

ないと市長に迫った言動に疑問を持ったことから、私の思考回路が道の駅建設の

方向へ動き始めた。もっとも、高速道路の延伸によって市内４カ所のインターが

決定されているとき、尾鷲が取り残されていく危惧と焦燥感に駆られていたし、

一議員として尾鷲のためにどうすれば最善なのか、考えあぐねていた。議員とし

て世論をミスリードしてはいけないという結論が、私の基本姿勢だった。私の知

人たちには賛否両論あるのに、全てが反対だというその議員の指摘にはなじめな

かった。 

 また、もう一人の親しいある議員は、支持者がみんな反対なのでのうと言った。
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もし御自分が賛成の信念をお持ちなら、わかりやすく、何度でも説得すべきだと

私は答えた。 

 今回の執行部のお出かけ懇談会は、良心的な配慮だったと思う。市長や副市長

と膝を交えて話し合う機会がめったにないし、むしろ待ち望んでいた気配すらあ

った。地域によって問題意識や悩みが異なる場合があるし、道の駅のことだけで

なく、ごみ関係や防災問題があったし、予定していなかった要望や悩みの質問も

あった。理にかなった賛成論も多く、執行部はその意に早急に応えなければなら

ない。また、反対意見もおおむね真剣に自説を展開していたように思う。そうい

った疑念や不安にも、建設的に対処しなければならない。 

 一つ、財政難を懸念する声が一番多かったが、どう対応するお考えか。どの程

度の費用を考えているのか。７億５,０００万の予定の中で、国と一体化するこ

とによって、３億ぐらいに減らせるのか、負担を。そして、過疎債を使ったら、

９,０００万ぐらいになりはしないか。そんなふうに思ったりして、市民にそん

なにお金を使わないんですよということを説得しないから、一番財政問題の質問

が多かったように思う。 

 一つ、町なかへの連携方法はどのようになさるのか。先ほども一部お答えいた

だきましたが、もう一度お答えください。 

 一つ、優先順位は間違っているという意見があった。私はそうは思っておりま

せんけれども、そういった意見に対して、説得力あるお答えはどうなのですか。 

 とりあえず３点、お答えください。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） １月１７日から２月２２日にかけて、１５会場で開催した市政

懇談会には、延べで３１０名の市民の皆様に御参加をいただき、忌憚のない意見

を頂戴することができました。夜間の寒い中、また、時には足元の悪い中、御参

加いただきました市民の皆様には、この場をかりてお礼を申し上げます。 

 主題として道の駅を取り上げ、昨年策定いたしました尾鷲市道の駅基本計画の

概要を説明し、その後質疑応答で、市民の皆様のお考えを頂戴しました。道の駅

の多面的、多機能な施設の役割についてや、地理的、距離的な立地条件などにつ

いて御理解をいただき、設置について賛成いただいた方がおみえになる一方で、

設置後の経営などに対して不安を唱える方もおみえになりました。しかし、道の

駅の概要の説明やその後の質疑応答でお互いの考え方を話し合うことで、一定程

度、道の駅の必要性について御理解もいただいたものと思っておるところであり
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ます。 

 懇談会の中で、道の駅に防災などの多機能性があることをこの説明で初めて知

ることができ、なぜ尾鷲南インター付近に今の時期に必要であるかよくわかった、

行政はもっと早くこのような説明をしなくてはいけないとの御意見もいただきま

した。私としましては、正確な情報をもとに、市民の皆さんと十分意見交換する

ことが重要だと改めて感じたところであります。 

 道の駅の設置に関しましては、まず国との一体による整備を要望し、施設、設

備の充実や、それぞれの役割により施設の建設を行い、補助事業を活用すること

はもちろんでありますが、起債なども考慮して、財政に過度の負担を強いずに、

利便性の高い施設設置を目指してまいらなければなりません。 

 経営の採算性につきましては、自主自立のできる経営方法、施設の大きさなど

を考えていく中で、尾鷲商工会議所様などと協議が必要であると思います。どの

ようにすれば、継続して自主運営が可能であるか、また、尾鷲の地域資源に触れ

ていただけるかを、後発の利点を生かして、先進地のソフト事業などを研究して、

十分に協議を進めてまいりたいと考えております。 

 他の事業を先に進めるべきではないかという議論ですけれども、道の駅だけで、

高速延伸に伴う課題や防災問題の全てが解決できるわけではありません。そのた

めに、高速道路の延伸に対応した関連事業を組み立てることが必要ですし、防災

対策や産業振興など、同時並行にさまざまな事業を展開していかなければいけな

いと考えておるところであります。 

議長（三鬼孝之議員） １５番、中垣克朗議員。 

１５番（中垣克朗議員） やはり民間資本を導入して、いいイメージを持たれたら、

少しは参加してくださる方もあるように思います。ですから、早く実現への道を

歩むためには、早く計画を披瀝するほうがベターだと思います。 

 そして、せんだっても、三浦のほうにもちゃんと芝生のあれもできているやな

いか、尾鷲も、副市長さんが、あの地域では、あんな見てくれの悪い岩山で何が

できるかという問いに対して、芝生を敷いていますと。もえる緑のあの山々のあ

れを生かせるようなものをつくっていただきたいと思います。道の駅ありきだっ

ておっしゃる方、道の駅ありきであって何で悪い、道の駅をつくるのにって私は

思っております。 

 そこで、この間も三浦のほうにあんなのができたやないかとおっしゃった方が

ありました。熊野も、鬼ヶ城の、『日本書紀』にも出てくる花の窟のあたり。勝
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浦へ行かれる方は、どんどん勝浦や太地へ行ってもらったらいいじゃないですか。

素通りされんように道の駅をつくるんでしょう。だったら、もう少し早くやらな

いと、本当の通過点になってしまいます。何にもしなかったら、市民の方は、あ

んなところにつくったってあこかと言う方々が本当にそう思っていらっしゃるの

なら、自分たちの生活が破綻への道をたどるということを認識してもらうために

も、やはり早く計画を事細かく市民に訴えないとだめだと思います。 

 そのあたりの見解をひとつ。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 道の駅をつくるのであれば、タイミングというのが非常に大事

でありまして、やはり北と南がつながれるタイミングに合わせて、国との一体型

の道の駅を要望していかなければならんというふうに思っておりますので、議員

の皆さんの御意見もいただきながら見きわめていきたいというふうに思っており

ます。 

議長（三鬼孝之議員） １５番、中垣議員。 

１５番（中垣克朗議員） ちょっと横道にそれますけれども、３２年ぐらい前、青年

会議所に私がおったときに、工業部会座長に任命されて、当時、火力の２号機、

３号機は１,０００人の反対デモ、約１,０００人の賛成デモがありました。尾鷲

へ来て間もなく、青年会議所に入っているときのことでした。すすが車の屋根に、

至るところに落ちる。それを申請すれば、お金を少しいただけるというときでし

た。 

 青年会議所におるとき、ちょうどその年になったのは真井君でした、理事長が。

その前に１人任命されていたんですけれども。私のほうは婦人会の皆さんや工業

高校の先生方やいろいろな方々と半年お会いしてお話を聞いたときに、私はこう

いう結論を出しました。煙突が高くなる、被害が少なくなる、それは空中を伝っ

て奥の山のほうに影響があるかもしれないけれども、我々は、ぜんそくのお子さ

んたちが困っているような状況から、少しでも回避することができる。脱硫装置

をつける。 

 それを、何でそういうことがわかるんやという質問をされたとき、何で被害が

少なくなるんやと言われたときに、私は、砂糖でも塩でも、容器を大きくすれば

濃度が薄くなるでしょう。北風が吹くときと、山のほうから吹くときの風、夏場

の海から吹く風と、時によっては多少影響度は違うでしょうけれども、だから、

私は、２号機、３号機は条件つき賛成と申し上げたと。ちょうど３階の市役所で
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発言させてもらいました。３０分間スピーチということで。 

 土井八郎兵衛さんには、固有名詞を出しましたけども、当時の会頭さんには叱

られました。ＪＣ、何考えておるんや。それから、当時助教授だった伊藤先生も

時期尚早とおっしゃられました。じゃ、あれはできないのかと、あのままあそこ

を撤去するようなことになるのか、そういう不安があったけれども、私の発言が

地元新聞に載ったときから、一転して賛成の声は多くなりました。 

 私はそのときのことを今思い出したのは、道の駅、反対だ、１,０００人のデ

モがあるかどうか知りません。道の駅、賛成だ、１,０００人のデモがあるか知

りません。そういったことが起きたら、本当はいいなと思っているんです。それ

でもっと関心を持って、どうなんや、いや、やっぱりじいさん、ばあさん、あれ

じゃのう、道の駅、我々はあそこまでよう行かんけどのう、何か尾鷲のためにな

るように思うのうなんていうような形で、だんだん賛成がふえていってほしい。

私はそう思っております。 

 そこで、かなりまだ時間が残っておるんですけれども、県のトップクラスのあ

るリーダーが、私の知人の店にお越しになられて、国とのタイアップが期待でき

るよい企画なのに、地元新聞を見る限り、道の駅建設になぜ尾鷲の多くの人が反

対するのだろうとため息まじりに嘆いておられたそうです。それを聞いた店の方

が、あの人は県の実力者なのに、私のところへ来てそんなことを話してくれた。

私もそう思う。理解できない人が、尾鷲の発展にブレーキをかけているんですよ

ねとおっしゃっていた。印象に残っています。 

 時間はたっぷりあるけれども、最後にそう申し上げて、私の一般質問を終わり

ます。 

議長（三鬼孝之議員） 答弁はよろしいですか。 

１５番（中垣克朗議員） 市長。一言、前向きの姿勢。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） まさに高速道路が延伸しようとしていける今が、みんなが知恵

を絞って、尾鷲の元気を取り戻すための、みんなが力を合わせて頑張りどきだと

私も思っておりますので、そういった意味で、一生懸命になって、尾鷲の元気、

尾鷲の人々がさらに元気になるように頑張っていきたいと思っております。御協

力をよろしくお願いします。 

議長（三鬼孝之議員） １５番、中垣克朗議員。 

１５番（中垣克朗議員） 私が一昨年の１２月２６日に検討会議に出席したときの話
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を、まだ時間があるので聞いてください。 

 私は南議長の後を受けて、議長の後だからあんたが引き続きやってほしい。あ

の方に、かわってやるって約束していたんです。それがだめだということで、私

は行きました。５回の中で３回出席した中で、私は一言、議長として責任ある発

言はできませんと申し上げたんです。 

 議会で一度も相談していません、道の駅のことについて。だけど、議会の中に

は、つくる必要がないじゃないかとおっしゃる方が数人いらっしゃるみたいです。

何人て数えたわけじゃありませんからね。おととのところじゃなきゃあくかとい

う人も五、六人いらっしゃるみたいですと。一方、南インターのほうはお三方ぐ

らいいらっしゃるんですかね。小原野とおっしゃる方もお一人おるみたいです。

ですから、議会で決まっていないのに、私は責任ある発言はできませんと申し上

げてきました。 

 そうしたら最後の５回目に、じゃ、あなたの個人的な意見はどうなんですかと、

皆さんの意見は、多数は、南インターのほうっておっしゃっているから、私もそ

れでいいと思いますと私は答えたんです。さらに副市長も、もうじき帰っていく

という、前に帰っていく時期が来ていたころでしたから、尾鷲の置き土産に、尾

鷲のためになることをして帰りたいと平素、副市長はおっしゃっていましたから、

尾鷲のための置き土産になる、いい置き土産になることをやっていってください

と申し上げたんです、その検討会議の最後に。そうしたら、中垣は副市長と何や

かんやと言われました。 

 私はそれで、１２月２６日の執行部が道の駅について説明する、商工会議所か

らもお二人傍聴に来ているときです。中垣の発言はけしからんから、独善的だか

ら流会じゃということで、流会されました。新聞に載った経緯は、そういう経緯

があったんです。まだまだ私がやめる前にいっぱい、そのとき、ドキュメンタリ

ー方式に、議員の活動って何やということをしっかり書き残していきたいと思っ

ております。 

 そういうことで、副市長、あの尾鷲の置き土産に、あなた、３月いっぱいで帰

れませんね。そのあたりの話を含めて、尾鷲のための置き土産になるようなこと、

悪い意味じゃないものね。それをちょっと披瀝してください。時間あるので。ご

めんなさい。 

議長（三鬼孝之議員） 副市長。 

副市長（横田浩一君） 檄を飛ばしていただいてありがとうございます。 
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 いつ帰るかというのはまだわかりませんので、その辺は置いておかせいただき

ますし、置き土産という表現がどうかと思いますので、それはちょっと表現はご

めんをしてもろうて、いただきました檄をさらに背中に受けとめて、大きな帆を

張っていけるように頑張りたい、さらに大きな帆を張って頑張りたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

議長（三鬼孝之議員） ここで１０分……。（「最後」と呼ぶ者あり）まだあるんで

すか。（「議長、質問じゃない」と呼ぶ者あり）どうぞ。 

１５番（中垣克朗議員） ありがとうございました。 

 本当に尾鷲のためを思って、やってやってください。私は道の駅の促進につい

ては、ちょっと執行部は遅過ぎる。国との話し合いがまだできているのかできて

いないのか、そこのあたりはもうそれ以上お聞きしませんけれども、ぜひ頑張っ

てください。 

 私の質問を終わります。 

議長（三鬼孝之議員） ここで休憩いたします。再開は午後１時１５分からといたし

ます。 

〔休憩 午前１１時５８分〕 

〔再開 午後 １時１４分〕 

議長（三鬼孝之議員） 休憩前に引き続き会議を行います。 

 ここで連絡事項がございます。本日の会議録署名議員である大川真清議員が途

中退席されておりましたので、会議録署名議員に１３番、髙村泰德議員を追加指

名いたします。 

 それでは、引き続き一般質問を行います。 

 次に、５番、三林輝匡議員。 

〔５番（三林輝匡議員）登壇〕 

５番（三林輝匡議員） それでは、通告に従いまして、一般質問をさせていただきま

す。三林輝匡です。よろしくお願いします。 

 今回の私の一般質問のテーマと内容についてですが、まず、共創による商工観

光については、市民と行政が一体となった観光事業の展開についてであります。

それと、市民による創造事業に対する予算措置についてであります。それから、

おわせ人づくりについては、地場産業を支える人づくりにおいて、地元高校生と

の共創についてであります。以上、２点でよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、質問内容に入らせていただきたいと思います。 
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 いよいよ第６次総合計画に対する各基本計画が策定され、幾つかの実施計画が

スタートされる年であり、これらの施策が観光業や地場産業に対して大きく波及

される者の立場から、幾つか質問をさせていただきます。 

 ことしは、伊勢神宮が式年遷宮を迎え、三重県内に対する集客効果も期待を見

込むことから、観光業を取り巻く環境は大きく、また、これを機に、将来的な展

望も変化する時期だと考えております。また、観光物産協会には、独立の法人と

しての事業を安定させるためにも、本年の市の物品販売に対する商品の開発や今

後の着地型旅行商品の開発など、効果的な事業展開を行う事業と予算をつけてい

ただきました。 

 観光事業を持続させていくためには、時代に見合う施策と同時に、最低限を支

えるベースラインとなる常日ごろからの事業がなければ、安定した観光事業とは

なりません。それらの構成は、同じテーマに向かった共通チームによって何をや

るのかと、事業者のみならず、個人の新たな発想やアイデアによる企画によるも

のです。今、私たちが感じている集客による市全体への影響の効果は、市の創造

していく事業施策と相違ないように思いますが、今後の情報の発信や共有、また、

事業を企画する際において、それぞれが実施されやすいように見直す時期ではな

いかと考えます。 

 これまでのやり方では、商工会議所、観光物産協会、各地域や団体などがそれ

ぞれで行っているようにも思え、それぞれの情報発信などが他の地域の人々にと

ってわかりやすいものであるのか、疑問があります。これらを花火大会に見立て

るとするならば、尾鷲市の中にある花火を一つの大きな花火大会にするには、そ

れぞれの役割や構成が大事だと思います。そのためにも、担う組織の構成など、

しっかりと役割を明確にし、多様な観光事業が効果的に連携し合うことで、尾鷲

市が目指す魅力あるまちづくりとなるのではないでしょうか。 

 また、多くの集客を期待しようとする式年遷宮が間近となった今、具体的な事

業の取り組みが見えにくく、市内に人を呼び込む市民参加の議論が少ないように

感じます。 

 観光事業は生き物であり、決め打ちでうまくいく事業ではありませんし、いわ

ば水商売です。しかし、行政においては、予算主義である以上、市において業を

なす場合には、実証や検証を踏まえ、あるいはコンサルに委託することが多く、

市が行う事業としては、時間も規模も大きくなる傾向にあると思います。ことし

のような時間がない状況下においては、機動的に動ける部分がなければ、新たな
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事業が生まれにくく、企業や団体との新たな商品づくりも難しいと言えます。ま

た、企画物につながるような情報の多くは、個人の心の中にあるものです。個人

が持つ情報をより多く引き出し、多様な創造を生かすためには、もっと市民参加

の議論がなされ、着手しやすい環境と予算措置が必要ではないでしょうか。 

 続きまして、おわせ人づくりについて御質問させていただきます。 

 以前にもおわせ人づくりについて質問をさせていただきましたが、先日教育ビ

ジョンを拝見し、具体的にどのような施策を行うのか、お聞きしたいと思います。

特に気になるところは、尾鷲で育ち、尾鷲で学び、尾鷲を愛す人づくりを目指し

ていくことに対し、具体的にどのようにかかわり合っていくのかが気になります。 

 ここ尾鷲市には高校までしかなく、それ以降に学ぶ場の専門学校や大学はあり

ません。尾鷲高校に通う生徒たちも、尾鷲の子供たちとみなし、魅力ある高校へ

の支援として行うべきではないでしょうか。尾鷲で学ぶ点で言えば、地元の県立

高校と市教委の連携による施策は必要だと考えております。 

 尾鷲の子供が将来において地場産業で活躍する人材と育てるには、社会と近い

距離にある高校生も視野に入れるべきでしょう。勉学以外にも努力し、才能を伸

ばす生徒たちも見かける中で、この生徒たちを取り巻く環境は決して恵まれてい

るものではありません。尾鷲高校と市や地元企業が連携して支援し、尾鷲高校を

通じ、全国や世界で活躍できる人材を地域が育てる仕組みづくりが必要ではない

でしょうか。 

 以上、２点についてお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 壇上からは以上です。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 初めに観光事業における組織の役割についてでありますが、本

市が推進する観光施策において、中核的役割を担う尾鷲観光物産協会は、平成２

４年度に事業協同組合として法人化、第３種旅行業の登録を済ませ、募集型旅行

ツアーを実施できる環境が整いました。市、尾鷲商工会議所と協会が連携するこ

とで、より大きな集客効力が期待できる状況となりました。 

 そこで、平成２４年度は、みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金を活用し、

熊野古道や海、山の資源を生かしたモニターツアーを実施したところ、大変好評

を得ることができたことから、今後はより経済効果の高い宿泊を伴うツアーを開

発し、実施することに対して全面的に支援してまいりたいと考えております。 
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 また、これら着地型観光環境ツアー商品を企画、開発する取り組みについては、

企画を煮詰める上で必要となるマンパワーを企業支援型雇用創造事業も活用した

スタッフ増員で強化しながら、現ツアー企画のブラッシュアップと新企画の提案

など、より魅力の高い商品づくりに取り組みます。さらに、それらを含めた尾鷲

の魅力を、スマートフォン対応の市内案内アプリの開発により、新たな情報発信

ツールを加えることで、集客交流人口の増加につなげてまいります。 

 次に、観光事業にかかわる関係団体と市民の連携についてでありますが、先ほ

ど述べさせていただいたとおり、観光物産協会を中心に、各関連団体の連携を密

にしていきます。市民の参画については、伊勢神宮の式年遷宮や紀勢自動車道の

開通を集客の好機と捉えており、現在記念イベントやキャンペーンの開催を検討

中でありますので、市民からのアイデアや提案も取り入れていきたいと考えてお

り、より効果的な集客イベント等の開催につなげてまいります。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） 三林議員の質問にお答えいたします。 

 子供は、子供問題のスペシャリストであり、りっぱな子供市民であるとの考え

から、彼らの社会意識や意欲を高めるために、保幼小中高が連携して、学校、地

域、社会への参画や活動の場をつくり、自信や責任を育ててまいりたいと考えて

おります。 

 この地域では、既に１０年ほど前から青少年のための科学の祭典紀北大会が開

催されております。そこでは中学生や高校生も参画し、活動しております。尾鷲

の川の環境調査や森林の生態、また、自然遺産、地質遺産である海跡湖や周辺の

植物の調査などの展示、説明を行ったり、また、物づくりとして、スーパーボー

ル、あるいはカルメ焼きに挑戦といったコーナーなどを受け持ち、参加した児童

や地域の人々に、丁寧でわかりやすい指導をしてもらっておる現状があります。

ほかにも、高校生の地域の事業所とのコラボや、市の防災訓練への中学生の参加、

さまざまなイベントでの中学、高校の吹奏楽部の演奏、少年の主張での司会進行

など、数多くの分野において、中学生や高校生が取り組みに参画しております。 

 また、災害時には高齢者のお宅に水を運んだり、中学生や高校生が主体となっ

て、ボランティアとして支援や指導に参加している取り組みの事例が、この尾鷲

の地域にもたくさんございます。 

 まさに中学生や高校生は、たくましく成長する力や可能性を持っております。

こうした力を生かす場をたくさん設け、地域の担い手として育ててまいりたいと
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考えております。 

 特に、現在尾鷲市教育ビジョンの具現化として、推進計画の一つにふるさと尾

鷲教育フェスティバルの実施が掲げられております。そこでは小中高、市民が集

い、地域におけるそれぞれの学びや体験を、ブースやワークショップを開設し、

交流し合ってまいります。子供、若者、市民が共創して企画運営を行い、自分た

ちのさまざまな体験や豊かな学びを発表し、交流する世代間交流の場をつくるこ

とで、小学生や中学生、高校生が担い手となり、子供市民として活躍し、次代を

つくるおわせ人として成長してくれることを期待しております。 

 また、この４月から、尾鷲の子供は尾鷲で育てるという意識を持った市民のボ

ランティアを募ります。そして、ふるさと教育支援総合本部を設置し、市民と共

創して次代をつくる人材を育成するための人材バンクを作成し、活用してまいり

ます。その際、中学生や高校生にもボランティアとして登録していただき、特に

高校生には小中学生対象の夏休みの学習会や物づくりの体験、あるいはスポーツ

の指導、支援、高齢者の方々への支援や交流、さらには地場産業への参加体験な

どの取り組みを通して、次代をつくるおわせ人として、大きくたくましく成長し

てほしいと計画しております。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） 答弁ありがとうございました。 

 それでは、順を追って一つ一つ質問していきたいと思います。 

 まずは、観光のほうから入っていきたいと思いますけども、今、先ほど市長の

答弁の中で、今後、商工会議所、観光物産協会が中心となってやっていくという

答弁、この時期において観光物産協会がやはり中心になっていくのかと。その中

で、それぞれが、その意思が伝われば一丸となっていくというつくり立てをまず

こちらのほうでやらなきゃいけないのかなという気がしました。 

 その中で、やはりことしが、もう観光物産協会にとってさらに充実された年と、

展開が期待できる年にしなければならないという、私の中で考えがあるんですけ

ども、その中で、やはりことし、遷宮の時期がもうこの秋、道路開通が冬と。こ

の中で、先ほども私のほうからも言わせていただきましたけども、骨格予算にお

いてかなりの多くの予算立てをつけていただいたんですが、その中で、実際商品

をつくっていく中で、果たしてこの時期で間に合うのかどうかというのが私の中

で疑問があります。 

 その中で、やはりもう少しこの時点で市と観光物産協会、商工会議所、一度議
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論のほうをしていただきたいんですが、そこで市として、どのような形で観光物

産協会を中心にというようにやっていただけるのか、具体的に、もしお考えがあ

ればお聞かせ願いたいと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 今年度から、観光物産協会については新しい着地型の商品づく

りに本格的に取り組んでいただく。それまではいろいろと準備を進めていただい

ておったところでありますけども、今年度から一応試作というような形でツアー

をやっていただいて、それから今後の高速道路の延伸、あるいは式年遷宮に備え

ていただくということであります。 

 高速道路の延伸はもちろんでありますけども、式年遷宮は、平成２５年中には

１年間に恐らく１,０００万人ぐらいの来訪者が訪れるであろうと言われており

ますし、その式年遷宮の遷宮効果は５年ぐらい、四、五年続くのではないかとい

うふうな言われ方を過去からされてきております。そういった中で、やはり本格

的な、宿泊を伴うような着地型のツアーをぜひ企画してやっていただきたい。 

 来年度の予算の中でも、マンパワー的なものでの支援はもちろんでありますけ

ども、企画段階から我々も協議に入らせていただいて、それぞれの役割の中で、

市役所は市役所、観光物産協会は観光物産協会、それから商工会議所さんは商工

会議所さんとして、いろいろな形で集客、交流に携わっていくというような形を

つくっていきたいというふうに思っております。 

 都会の方は、我々が気づかない部分で、随分いろんな参考の意見をいただいて

おります。そういったところで、尾鷲出身の、都会に住んでみえる皆さんからも

いろいろなサジェスチョンをいただきながら、観光物産協会の取り組みをみんな

で支援していきたいというふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 私が議員になってからもう４年になってくるんですけども、その中でも私が議

員になったころから、式年遷宮、高速道路の延伸、これをずっと言われてきて、

取り組まれてきて、やはりこの３年間の中で、果たして具体的な、ことし、今年

度出ていく事業というのがどのような形になるのかというのを、私、ずっと傍観

していたんですけども、なかなか、じゃ、どういった役割でいくのかというのが

見えにくいかなというふうにずっと思っていたんですよ。 

 去年からまちの駅ネットワーク事業というのが、連携事業が出てきましたよね。
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このまちの駅ネットワーク事業というのは、まだ出てきて日が浅い事業ですから、

当然市のほうが優先的にやられるんだと思うんですけども、この事業の取り組み

というのがちょっと見えにくいので、もう少し具体的に、今までの例えばまちか

ど博物館とはどう違うのかとか、また、その事業が、観光物産協会が今度やって

いく着地型ツアーをどうやってリンクしていくのかというのが、表面的にはわか

るんです、ただ、それをどうやってＰＲしていくのか、もしくはそういう発信が

ちょっと見えにくいところがあるんですよ。 

 そのあたりについて、少しお聞かせ願いたいと思いますけども。もし担当課の

ほうで説明できるようでしたら、お願いします。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） まちかど博物館等については、県の事業でやっていただいて、

いろんなそれぞれの個人で収集しているものとか、そういったものを自由に見て

いただいて楽しんでいただくということでありますけども、まちの駅につきまし

ては、尾鷲を訪れた方が、気楽に休んだりしゃべったり、いろんな買い物をした

り、そういったことを気楽にできる場所を提供するということで、まちの駅のネ

ットワーク事業を始めております。 

 これは、二十幾つかの、２３でしたか、参加を得ながら、今、ネットワーク化

に向けた協議を始めているところであります。もちろん、そういったまちの駅を

めぐるツアーというのもありでしょうし、そういった形で、いろんな形で観光物

産協会と連携しながらやっていく話になるのではないかというふうに思っており

ます。 

 これからどういうようなネットワークをつくっていくのか、あるいはこれから

どういうような情報発信をしていくのか、そういった中にも、観光物産協会にも

絡んでいただきながら、いろんな事業展開をこれから展開していきたいと思って

おります。 

議長（三鬼孝之議員） 担当課はよろしいの。 

 商工観光推進課長。 

商工観光推進課長（川端直之君） 概要については、市長のほうから答弁していただ

きましたけども、担当課として、この平成２４年度からまちの駅事業を進めてお

ります。これは全国的な展開がありまして、全国で３６都道府県１,６６０カ所

余りに、今、拡大しております。 

 本市におきましても、先般募集しまして、２３の応募がありました。これらの
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方たちでまちの駅ネットワークおわせという組織をつくり、設立に向けて準備を

進めております。４月からそういう活動をやっていただくつもりでおります。 

 以上です。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 このまちの駅ネットワーク事業、私もちょっとある程度は自分で理解したつも

りだったんですけども、例えば私のような小さな商売をやっているところだとか、

加工品を扱っているところとか飲食店をやっているところ、そういったところを

中心に、そういうまちの駅として登録してもらうということですよね。 

 それが、じゃ、どこが取りまとめて、まちかど博物館のときですと、例えば県

が主体になって、県のホームページとか、そういったところで紹介されたりして、

外に対する情報発信というのができていたと思うんですけども、このまちの駅ネ

ットワークというのは、じゃ、どこがサイト運営をやって、どこから発信されて

いくのか。それとも、もうここに来た人たちだけが、例えばパンフレットとか、

そういったものを見て気づくものなのか、その辺がちょっと見えにくいんですよ。 

 なので、その辺どうやってやっていくつもりなのか、もしお考えがあれば、お

聞かせ願いたいと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 両立てだと思います。当然、ひょっこり来られた方が、ああ、

ここはまちの駅なんだと言って入っていただく場合もありますし、それ以上にや

はり来る前に、どういうような形で尾鷲にはまちの駅があるのかということを周

知していただく情報発信をしていかなければならんと思っていますし、一番のメ

リットは、来訪者が気軽に立ち寄って、気軽にくつろいでいただく。気軽にトイ

レも利用していただくというような形でありますので、そういった中で、ふらり

と来られた方、あるいは一つだけのまちの駅という話じゃなしに、やはりネット

ワークを組んで、尾鷲のまちの駅の中ではこことここに行こうというような目的

を持って来ていただくような情報発信をこれからしていきたいと思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 私もそこが非常に難しいかなと。まちの駅ネットワークのホームページ、拝見

させていただいたんですけども、中には、全国的にやっている取り組みですので、

それぞれで、地元のＰＲのためにどんどんそちらのホームページを活用している
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ところもあったり、もうやり方が、皆さんばらばらというか、意欲あるところは

どんどんそういうところへ情報発信しているし、かといって尾鷲の場合は、じゃ、

今後、全国にたしか１,４００ぐらいもう登録があるんですよね。もっと店が多

分これからふえていくと思うんですけども、そういう店の中へ、尾鷲の例えば一

事業者が一生懸命そこにＰＲしてくれといっても、なかなか難しい問題じゃない

かなというのが私の中であったので、ちょっとその辺を聞きたかったんです。 

 ということは両立てということで、パンフレットとかそういったものの配布と、

あとは、サイト運営ですね。となると、当然市のほうのサイトと観光物産協会の

サイトが取り組むのかなということでよろしいんでしょうか。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） あらゆる手段を通じてＰＲをしていかなならん。まちの駅とい

うのは、個々の個性を発揮するというのももちろん大事でありますけども、尾鷲

の場合はやはりネットワークとしての魅力を発揮していきたいというふうに思っ

ておりますので、ＰＲの仕方はいろんなやり方で、観光物産協会もＰＲしてもら

うし、尾鷲市もＰＲするし、あるいはネットワークそのものもいろんな新しい、

フェイスブックとかいろいろな媒体を使って、あるいは雑誌等にも取り上げても

らいながら情報提供をしていきたいなというふうに、みんなで盛り上げるような

形で進めていきたいというふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 私もここ独自のやり方というのも、まだまだ、このまちの駅に登録するからま

ちの駅のルールでいくというよりは、独自のやり方が一番いいのかなと、できる

ならそれが一番いいのかなと思うんですけども、また、そういった中で、まだ私

もちょっと具体的な話は聞いていませんけども、トイレの提供とかそういった形

で、ほかに市が、そこに対して、まちの駅に登録してくれるところに対してどの

ように支援していくのかというのを十分に議論していただきたいなと思いますの

で、よろしくその辺はお願いしたいと思います。 

 次に、先ほど市長の答弁にもあったんですけども、やはりこれから観光物産協

会、仕事のボリュームと、あと、時間的なものもありまして、ことしの３月で２

名の方が退職されると。人材がかなり不足している中で、やはり使える人材とい

いますか、優秀な人材を確保していきたいというような考えがあります。 

 そういった中で、これまでのように雇用条件が、例えば半年の契約とか嘱託の
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ような形でとか、アルバイト的な労働条件だと、なかなか人が集めにくいという

話があります。 

 そういった中を改善していく中で、今後検討に入れていただきたいんですが、

労働条件をちゃんと保証できるような形で支援のほうを今後とも考えていただき

たいと思う点で、やはりこれまででしたら、協会自体もまだ去年立ち上がって２

年目ですし、まだ不安定な中でやっていく中で、市と一緒になってやっていくと

いう面で何とかやってこられたところがあると思うんですけども、今後はやはり

独立した機関として、独立した法人としてやっていかなきゃいけないので、また

そういった雇用条件が守れるような形で、一度検討していただきたいと思います。 

 その中で、ただ、現状、かなり厳しい、観光物産協会においては現在でも膨大

な作業がある中で、実際、２名の方ぐらいで作業をやられている現状があります

ので、もし市長、観光物産協会のほうへお立ち寄りの際には、一言ちょっと励ま

してあげてもらえないかなと思いますので、また機会を見て顔を出して、状況を

把握していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 あと、実際、市の中には観光物産協会以外にも、商工会議所、地域団体、そう

いったように、やっぱり属していない人も中にはいて、また、そういう団体とは

別に取り組んでいる人たち、また、それらの人が、意外とよそから大きなイベン

トを持ってきたりもしているんですね。 

 そういった中で、観光物産協会として、例えば観光を中心に考えていくのであ

れば、そういった人たちにも何か意見を出してもらえる場というのが必要になる

んですけども、こういったのは当然観光物産協会が独自でやるよりは、市のほう

でそういう場をつくってもらったほうがいいと思うんですけども、そういった中

で、市のほうで何か今後、市民を交えたそういう観光づくりとか、観光情報の収

集とかいうことを考えておられないか。その辺、もし御意見がありましたら、お

聞かせ願いたいと思いますけども。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） まず、現在でも盛んに頑張っていただいているいろんな団体が

あります。そういった方たちとは、例えばイベントをやるときにいろんな意見を

いただきながら、どうしたいいのかといったようなことを議論はしておりますけ

ども、今回、高速道路の延伸、あるいは式年遷宮というようなことで、今、それ

に向けたイベントの構想を練っておりますので、そういった中で、市民の企画と

かアイデア等も取り入れていきたいなというふうに思っているところであります。 
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議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 その中で、やはりことしが、特に私らとしては危機感を感じているのは、先ほ

ど市長の答弁でもありましたように、式年遷宮の効果がこの先５年あるだろうと

いうことなんです。 

 私どもも大体３年、５年はその後ずっと波及はあるだろうなとは思っているん

ですけども、この一番スタートダッシュの必要な時期に、やはり機動性にたけた

動きができないと、先ほども私の話の中でさせてもらった、いわゆる観光という

のは生き物ですので、きょう生まれるかもしれない、あした生まれるかもしれな

い、その場その場に合わせて対応しないと、なかなか観光を物にすることができ

ないというのが私の考えの中にあるんです。 

 そういった中で、行政の場合でしたら、やはりこれまでのしっかりとした検証

の中で、計画的に来年、再来年やろうというふうには決められるんですけども、

観光の場合は、先ほども言いましたけど水商売ですので、やはりその水商売はき

れいな水を売るんだという意識で、しっかりとその状況を見て、臨機応変に対応

しなければならないと私は思っているものです。 

 ただ、そういったときに、協会側にある程度自由度がないと、すぐやりたい、

２カ月先にやりたい、３カ月先にやりたいと言ったときに、結局できなければ、

来年はもうその話がなかったりしますので、そういったことを、どんどんどんど

ん小さなコンテンツをふやしていくためにはそういったことが必要だと思うんで

すけども、そういったことを踏まえて、そういう例えば団体とか、市のほうで、

少し余裕のある予算措置というのを考えていただきたいと思うんですが、そのあ

たりについて市長のお考えがあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 観光は水物だという、タイミングを捉えなければというような

部分がありますので、そこは民間のフットワークの軽さとしての観光物産協会に

期待したり、あるいは我々としては情報発信の部分を大きく受け持つとか、役割

分担をしながら、尾鷲の、大々的な話ではないわけですけども、着地型の観光商

品をつくっていきたいというふうに思っております。その辺の話は、やはり我々

だけではわかりませんので、先ほど言いましたような、よそから見た目とか若者

の意見なんかもいただきながら、時期に合ったような商品を開発したり、観光の

ＰＲをしていきたいと思っております。 
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議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 観光物産協会としましても、当然余裕のある予算もないですし、やはりまだ完

成にはほど遠い未完成な状態でありまして、その中で当然市の補完していただか

なければならない部分というのはたくさんあると思うんです。そういった中で、

当然大きな無理な話がいきなり出てくることはないと思うんですけども、小さな

事業、コンテンツ開発とか、そういったものにできるだけ柔軟な対応をしていた

だきたいなと思います。 

 それから、職員の方と実際協会の事務スタッフと、あと、現場の我々のような

ところと連携していく中で、今回、市長は市政懇談会で回られておって、やはり

市民の声というのをよく言われたんじゃないかなと私も傍聴していて思ったんで

すけども、市民の声といいますか、やはり市民と一緒に議論する場というのがこ

の観光事業に関しても必要なんじゃないかと思うんです。 

 私も、タイトルのほうで観光事業者と書こうかなと思ったんですけども、やは

りここはあくまでも市民という立場で、今後の尾鷲市にあるものを発掘していく、

観光につながるような事業を創造していくという中で、市民のアイデアというの

がやはり重要なポイントじゃないかと思うんです。 

 そういう中で、これまでのようなやり方じゃなくて、市民のアイデアを殺さな

いようなやり方を進めていただきたい、今後のやり方としていただきたいと思う

んですけども、そういったときに、やはり意識の持ち方ですね。どうしても我々

は自分たちの仕事をしながらのボランティアで、そういった形で何かをやろうと

いうときは、そういう議論の場に出ていきますし、それが例えば仕事で来ている

人との温度差が結構これまでもあったと思うんです。そういったのが、当然ここ

の観光に携わっている職員の方たちは、結構もう随分前から身に感じているんじ

ゃないかと思うんですね。 

 そういった中で、しっかりとこの役割、はっきり今後は分けていったほうがい

いんじゃないかと思うんですけども、そのあたりについて、どうしていくのかを

お聞かせ願いたいと思います。 

 というのは、例えば市としては、もっと現場の仕切りとか、そういったのは当

然やってもらっても全然構わないんですけども、市として、市の職員としては、

もっとほかの仕事といいますか、例えば他市町の連携ですとか県との協議とか、

市民でできない部分でもっともっとしてもらいたいところってあると思うんです。
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そういったところに働きかけていただきたいんですけども、今後、市民と市と職

員とかかわり合うときに、そういうところ、気をつけていただきたいんですが、

市長がこれから指示していこうという気になる点があれば、教えていただきたい

と思いますけど。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 尾鷲の観光ということで言えば、市民の方が来訪者をどういう

ように受け入れていただくのか、どういうようにもてなしていただくのかという

のは、物すごく大きな要素を占めるのではないかと思っておりますので、そうい

った中で市民の意見もお聞きし、それからいろんな現場の方の御意見もいただき

ながら、着地型ということは、要するに尾鷲に密着した部分を色濃く出すという

ことでありますので、その部分で、やはり住民の方、市民の方に協力をしていた

だかなければ成立しないということになりますので、そういったことで、より連

携を密にしていただく、あるいはもう既にいろんな活動をしていただいていると

ころもありますので、それを強力に支援していく、そういったことを繰り返しな

がらやっていきたい。 

 それから、今回は高速道延伸、あるいは熊野古道世界遺産登録１０周年という

形で、県、それから東紀州の５市町が協力して、１０周年で言えばプレのイベン

ト、あるいは１０周年の本ちゃんのイベントをやるというふうに今、計画をして

おりますので、競い合うところは競い合って、あるいは協力できるところは協力

すると。最大の協力をしながら、ある部分は競い合うというような形でやってい

けば、東紀州もさらに魅力が発揮できるんじゃないかなというふうに思っており

ます。 

 市民との連携、あるいは他の市町との連携、こういったものが重要になってく

ると思っておりますし、尾鷲市が目指す着地型の観光ということで言えば、ずっ

とその市民との連携、市民の意見を聞くということがより重要になってくるとい

うふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。 

 やはり我々、観光物産協会は、もっと町なかの細かなところまでこれからどん

どん掘り下げて、いろんなことを創造していく中で、市のほうは当然それと一緒

になってやっていただきたいんですけども、もっともっと他市町連携ですとか、

県と連携、今、先ほど市長が言われたように記念事業とか、そういった他市町、
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広域的にわたるような事業には、もっと積極的にやって、そちらのほうにもどん

どん力を入れていただきたいと思うんです。それが、市を代表するような、やが

て安定した基礎事業というふうに、市のほうでちゃんとやれればいいんじゃない

かなと私は思っているんですけども。 

 私は議員になる前から、以前からこの観光の部分にかかわって、一番懸念する

ところが、やはりトップダウン方式で、行政のように、上からというか、市のほ

うからこれをやってください、あれをやってくださいと言われるよりは、やはり

自分らである程度の自由度があって、こういうことをやりましょうよというふう

に言われるほうが、正直参加しやすいんですね。 

 市長もこれまで市長になられてから、市内の例えば飲食店とかにいろいろお願

いするときに、あれこれ細かく言っちゃうとなかなか受け入れてもらえないとい

うのを体験されたんじゃないかと、経験されているんじゃないかなと思うんです

けども、それよりは、ある程度ざくっとこういったものをと言ったほうが協力性

は得られるという、私はその考えなんですよ。だもので、今後、職員の方にも観

光物産協会中心に事業を進めていく中で、十分に注意していただきたいなと思い

ます。その中で、私らも立場を考えずに、これから、今、一番大事な時期ですの

で、観光のほうには取り組んでいきますので、今後ともよろしくお願いしたいと

思います。 

 続きまして、おわせ人づくりのほうに入らせていただきたいと思います。 

 先ほど教育長のほうからも答弁いただきましたけども、やはりこれまで学校の

範囲内ですとか、そういった中で結構取り組みもされていて、中高連携の取り組

みも先ほどいろいろと教えていただいて、結構取り組みはやられているんだなと

いう点がわかりました。 

 以前、会議所のほうから、昨年、教育委員会と市のほうへ提言という形で、四

つの提言をさせていただいているようです。私もちょっとそのあたりを知らなか

って、後から聞いたんですけども……。（「ちょっと聞きづらいんです」と呼ぶ

者あり）済みません。 

議長（三鬼孝之議員） 発言は慎んでください。 

５番（三林輝匡議員） 提言としまして、一つは、学生のコミュニケーション能力、

みずから考える力とか、そういったものをどんどん養っていきたいと。二つ目は、

職業生活に必要な基礎学力についてつけていただきたいと。三つ目としましては、

基礎的な生活態度とか、そういったものを学生のうちに身につけたいと。提言４
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においては、高等学校において重点的なキャリア教育、これは教育ビジョンにも

うたわれていると思うんですけども、この４点について、ぜひ商工会議所のほう

で協力できるところがあれば協力したいということで、申し出があったと思いま

す。 

 そういった中で、やはり地域を担う人材育成として、市や地場産業、高校がも

っと身近な環境をつくって、学校にはない地域の魅力、地場産業の技術や知識、

そして企業の望む人材育成、ここが大事だと思うんですけども、相互の情報交換

の場が必要だと考えます。相互の関係を密にすることで、業界の実態を理解し合

うことができたり、また、システム工業科などでは共同研究などを経て、技術を

学びながら地場産業の魅力を理解してもらうように取り組むことは、社会と学校

と協働していくことではないかと思います。 

 そのためには、双方に横つながりで結ぶ窓口が必要やと思うんですけども、そ

ちらについて、市であり教育委員会であり、お考えをお聞かせ願いたいと思いま

す。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 昨年、商工会議所さんから確かに要望書はいただいております

し、今回、尾鷲市において、教育委員会で尾鷲市の教育ビジョンをつくっていた

だきました。このことは、将来の話になりますけども、そういった面には随分寄

与できるんじゃないかなというふうに思っております。 

 尾鷲市の教育ビジョンを推進していく、尾鷲でのふるさと教育を進めていく、

おわせ人づくりを進めていくといったことが、商工会議所さんの要望にも応える

ことになり、ひいては尾鷲市に残って仕事をしたい、尾鷲市を好きになって、も

っと尾鷲に住んで生活したいといったような若者があらわれることを望んでおり

ます。 

 そういった面で、その人づくりの面で言えば、私どもはいろいろな場所で相談

はしていただくわけですけど、基本的には市長公室の人づくり支援係があります

ので、ここに相談をしていただければと思っております。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） 大変重要な御指摘をいただいたというふうに考えております。 

 これまでの答弁で何度も出てまいりました、この尾鷲で育ち、尾鷲で学び、尾

鷲を愛す人、次代をつくるおわせ人づくりを進めていくためには、授業づくりや

学校づくりはもちろん、地域づくりにも子供たちの声を広く取り入れ、参画の舞
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台を広げることが極めて重要だと考えております。そうした中で、子供たちはこ

れからの尾鷲を担い、つくっていく主体として自覚し、尾鷲が尾鷲らしく輝ける

まちになるよう、まちづくりに情熱と意欲を燃やすように成長していくと考えて

おります。 

 実は、この地域ではもう十数年も前から、こういった紀北地域学校活性化協議

会といった小中高、教育委員会で組織した会がございます。ここで、尾鷲高校の

あり方、またかつては工業高校があったころ、工業高校のあり方、そして、今後

の尾鷲の地域のあり方、そういうものも含めて、実は協議をしてまいりました。 

 そして現在、尾鷲高校の学校経営の改革方針の中には、他地域と異なり、働き

かける先が明確な強みがこの地域にあると。そして、中学校への働きかけ、中学

生への働きかけ、地域への働きかけ、そういったことがうたわれております。 

 その一例として、議員も御指摘のように、高校生は将来において、地域社会に

一番近い距離に尾鷲ではあります。この地域にとっても大切な人材でございます。

実は皆さんも御存じなように、尾鷲高校の生徒たちとある事業所がコラボで、こ

ういう商品を開発しております。これはいろんなところで今、イベントのあるご

とに紹介され、たくさんの新聞も取り上げております。こういうふうに、高校生、

中学生も含めて、尾鷲の祭り一つとっても、彼らの存在は必要不可欠でございま

す。 

 今後、教育委員会としましても、高等学校との連携のパイプ役を務めて、今以

上に地域が高校を支援できること、また、高校が地域を支援できることを、これ

まで以上に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 一例ですが、スウェーデンでは、直接子供にかかわる法律や、修正や上程に際

しては、必ず子供たちから意見を聞くことになっております。日本でも、学校改

革や学校生活、そして、地域の児童館や公園建設など、計画段階から子供の意見

や提案を取り入れる企画が多くなってまいりました。子供を主役にすることで、

彼らのプライドや責任を引き出し、意欲や困難にも挑戦することができます。こ

うした子供たちと大人とのパートナーシップの大胆な導入、これこそ今の時代に

求められていると思います。 

 滋賀県の近江八幡市では高校生がアドバイザー役を務めて、小中学生の子供た

ちが中心となって、地域の公園づくりを進めております。これがまたすごいレベ

ルで、公園用の土地の選定から造園業者の落札に至るまで、全て子供たちだけで

議論し、それぞれ小中学生が１票を投じて決めていくのです。 
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 尾鷲市でも、学校や家庭、地域において、しゃべり場、たまり場的に子供たち

の声が聞ける時間や場所の確保、そして、子供たちの参画場面をふやしていくこ

とができれば、自分たちも学校や地域をつくっているという実感を引き出すこと

ができます。地域の地場産業の体験、そうした学びにより、自分が尾鷲の市民の

１人として、そうした学びと責任を自覚させることができていきます。 

 今後、こういう子供市民としての高校生、地域の担い手として課題の解決に立

ち向かっていこうとする彼らの意欲とパワーを引き出し、変化に対応しながら次

代をつくっていくおわせ人を育てていこうと考えております。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） 丁寧な説明、ありがとうございました。 

 じゃ、市長、確認ですけども、担当窓口というのは人づくり支援係のほうでと

り行っていくということでよろしかったですか。でしたら、今後教育委員会も含

めて、地元高校と一度、地場産業と連携をとるような場を一回つくってもらいた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 あと、ちょっと市長のほうにお聞きしたいんですけども、私、最近思ったんで

すけども、高校生が行う活動について、やはり今回おわせ人というところで、今

後ちょっと評価とか、そういったものをしていくべきじゃないかと思うんですけ

ども。やはり市として評価とか支援とか、そういった放課後クラブにしても、頑

張っている人たちにやっていくことが大事なんじゃないかなと思うんですけども。 

 例で言わせてもらうと、先日新聞にも載っていましたように、システム工学科

のロボットチーム、そういったところが全国でベスト８入りして、経済産業大臣

賞を受けました。また、私は、会議所の青年部のイルミネーション事業において

も、吹奏楽部による演奏やマーチング、結構寒い中やってくれたりしています。

また、美術部なんかも、啓発・啓蒙ポスターなど、そういった中で、結構社会的

貢献されているところもあると思うんですけども、そういった人たちに対して、

今後はこのおわせ人を創成する中で、やはり評価していく必要があると思うんで

すが、そういった中で、市長として、支援とかそういった形についてお考えがあ

ればお聞かせください。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 既に尾鷲市役所においてもチャレンジショップ、あるいはイタ

ダキ市で高校生の皆さんに御協力をいただきながら、イベント等を開催するとい

うことをやっております。クラブ活動そのものに支援するというのはなかなか難
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しいわけでありますけども、先ほども言わせていただいたように、やはり若い人

の考え方、若い考え方というのがあらゆる場面で必要になってきますので、そう

いったことで、高校生の皆さんとの共創、「共に創る」、こういった機会があれ

ばぜひやらせていただきたいし、それを支援させていただきたいというふうに思

っております。何とか若い知恵、若い力を発揮できるような場面が提供できれば

というふうには思っておるところであります。 

議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） ありがとうございました。ぜひ今後ともよろしくお願いした

いと思います。 

 先ほど教育長のほうから御答弁いただいた中で、やはり高校生だけに限らず、

小学生、中学生、学生を取り囲む環境の外に地域があって、そういった人たちが

行き来できる場、いわゆる、今、教育長がおっしゃられたたまり場のような空間

づくりというのをぜひ積極的にやっていただきたいなと。 

 その中で私が期待したいのは、若者の発言、そういったものを強化していただ

きたい。これは、産業に限らず、観光やまちづくりにも、いろいろと発言する勇

気というものがあれば、参加できるものがたくさんあります。若い人たちには、

物事に対して恐れず発言したり、行動する若い原動力が必ず備わっていると私は

思っているんですね。全ての人がそうではないですが、そういうのが若さだと思

うんです。それが、その後落ちついた大人としての環境が得られたときには、思

うように発言できなかったり、行動できなかったりするときもありますので、そ

ういうのを養うのは学生の時期じゃないかなと思っております。 

 また、学校行事やアルバイトで得ることのできないものを、社会において、先

ほど教育長もおっしゃられたようなこと、企画とか予算、組織、役割、責任など、

いろんなものを経験、社会的経験をさせることで、おわせ人の自覚が強くなるん

じゃないかと私も思っております。 

 先ほど発言の機会をという面で、やはり各世代によって、いろいろ受ける好奇

心とか感情というのは違うものだと私は思っております。当然趣味とかそういっ

たものも、年配の人がやるのと若者がやるのと子供がやるのと、やはり同じ趣味

でも捉え方が違います。そういった中で、本当の好奇心を探っていくことが大事

なんだと私は思っております。 

 そして、学生発信のイベント等も、今後、市の観光と当然結びつけていかなけ

ればならない中で、尾鷲の子供がおもしろいと思うことは、同年代の子供たちに
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も共感を得やすいと私は思いますし、そういった人たちが集まって生まれるもの

は、ほかから例えば誘客、集客するにも効果が出るんじゃないかと思います。 

 そういった中で今後生かしていくために、市民に議論する場がなければならな

いと思うんですが、ちょっともう時間もありませんので、最後にこれを踏まえて

ちょっと市のほう、教育委員会のほうで一度考えていただきたいことがあります

ので、一つ提言をさせていただきたいと思います。 

 一つ、学校における生徒会の枠を越えた子供議会に取り組んでいるところとい

うのが最近ふえているんですね。地域に対することとか尾鷲市の将来について、

子供たちの視点や意見や考えを引き出す子供議会をつくるのが、私はちょっとい

いんじゃないかなと考えております。これは、私たち議会のほうが議会改革に取

り組む際、ちょっと偶然見つけたことなんですけども、結構県内でも鈴鹿市とか

志摩市とかが取り組んでおりまして、なかなかいい結果といいますか、なかなか

内容が濃いものになっております。そういったことを小中学生、高校生に経験さ

せてはどうかなと。 

 そういうことで、発言だけではなくて、検討、議論、討議、そういったことは

学生のうちに学ばせるのにはいいんじゃないかと思いますが、そのあたりについ

て、市長の御意見と教育長の御意見がありましたら、最後にお聞かせ願いたいと

思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 今回、教育委員会で策定していただきました尾鷲市教育ビジョ

ンを実行することによって、教育のおわせ人をつくっていくという中で、自然発

生的に尾鷲について意見を言っていただく、言えるような子供をぜひ育てていた

だきたいというのが、まず思いがあります。 

 その中で、議員の提案のあった子供議会については、教育委員会とも相談しな

がら一度議論をさせていただきたいというふうに思っております。一つの子供た

ちから意見をいただく場所でありますので、そういった中で、一度教育長とも相

談してまいりたいと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。時間も４３秒余りで、手短に答弁お願いします。 

教育長（二村直司君） まず、子供目線、市民目線の行政を進めていく際に、聞くと

いうことが一番大事だと思っております。きのうの答弁でも、地域との懇談会、

子供たちとの懇話会、これを実施してまいりたいというふうに申し上げました。

ぜひ実行して、この子供議会的な発想を生かしていきたいと思います。 
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議長（三鬼孝之議員） ５番、三林輝匡議員。 

５番（三林輝匡議員） どうもありがとうございました。 

 教育長におかれましては先ほど子供市民という言葉を使われましたよね。大体

理解されると思いますので、よろしくお願いします。 

 どうもありがとうございました。これで私の一般質問を終了させていただきま

す。 

議長（三鬼孝之議員） ここで１０分間休憩いたします。 

〔休憩 午後 ２時１５分〕 

〔再開 午後 ２時２５分〕 

議長（三鬼孝之議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、９番、與谷公孝議員。 

〔９番（與谷公孝議員）登壇〕 

９番（與谷公孝議員） ただいまより一般質問に入ります前に、私は、今任期をもち

まして引退させていただきます。議員として２６年余り、市民の皆様から御指導、

御鞭撻を賜りましたこと、また、歴代市長を初め執行部の皆様、議員の皆様には

大変にお世話になりました。この場をおかりしまして、高いところからではござ

いますけども、深く深く感謝申し上げます。ありがとうございました。（拍手） 

 さて、私の最後の一般質問となります。どうかよろしく御答弁のほど、お願い

申し上げます。 

 今定例会におけます所信表明に関してお尋ねをいたします。 

 初めに、道の駅に関してでございます。 

 私は、当初尾鷲北インターと尾鷲南インター間は、計画路線のまま動かないも

のと考えておりました。それは、市街地の４２号線は片側２車線で、しかも交通

渋滞で不便を感じることなく、国や県も余分な投資はしないだろうと。 

 その背景は、尾鷲南インターと北インターは、ともに一方向への上り下りであ

ること、その結果、南北インター間は市街地の４２号線を走行する、したがって、

道の駅は、市街地の４２号線沿いにと思っておりましたが、２０１１年、平成２

３年３月１１日の東日本大震災と同年９月３日から４日未明にかけて、紀伊半島

南部豪雨により、熊野市内の河川の氾濫並びに紀宝町、新宮市など熊野川水系の

氾濫と那智勝浦町や十津川村での山の深層崩壊により甚大な被害をもたらしまし

た。 

 ９月４日午前３時前、紀宝町の議員より、相野谷川があふれて家屋の２階以上
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に水が着いてきた、何とかならないかと私の携帯電話に救助の要請がありました。

当然、紀宝町としても、手は打っていたと思います。夜が明けて、私ども公明党

の県会議員と国会議員ともども現地に向かおうとしましたが、４２号線は土砂崩

れにより通行どめ、正午には通行どめが解除となりましたが、県会・国会議員は

大阪回りで現地に、私は夕刻現地に入り合流いたしました。この日は自衛隊でも、

即、現地救援に入れなかったようであります。 

 この豪雨災害により、各政党の国会議員団や国会の災害対策特別委員会など、

被災地の視察があり、間もなく災害対策と言うまでもなく、高速道路のミッシン

グリンク解消が国会で議論され、結果として尾鷲北インターと尾鷲南インターが

結ばれることになりましたが、ミッシングリンク解消のもう一つの大きな要因は、

東日本大震災発生の６日前に釜石縦貫道が完成し、震災後、素早く救援復旧の手

が打てた事例があります。 

 何がともあれ、尾鷲北と南インター間の第Ⅱ期事業として、現在動き出してお

ります。このような形になりますと、尾鷲市に来る目的以外の市外、県外の車両

にとって尾鷲市は通過点に過ぎず、さらに高速道路のルートからして、尾鷲市の

まちを見ることがほとんどできません。 

 以上の観点から、私は尾鷲市の将来を考えれば、尾鷲南インター付近への道の

駅の設置が妥当と考えます。その際は、松阪方向の上り下りが必須条件となりま

す。 

 ただ、尾鷲市道の駅基本計画を大きく看板を掲げていながら、パーキングエリ

ア、サービスエリアという言葉が出てくれば、施設整備に係る費用負担や維持管

理の経費負担の違いなどについて非常にわかりにくいし、焦点がぼやけて定まら

ない。この際、道の駅の看板は小さくして、パーキングエリアを大きく掲げては

どうかと思います。紀北町三浦のパーキングエリアの計画は大変わかりやすく、

町の負担額も明確であります。尾鷲市では、総論は理解できても、各論において

もっと具体性を持った説明が必要と考えます。市長の考えをお聞かせください。 

 次に、都市づくり推進の中に、小原野地区の利活用について述べられておりま

す。小原野地区付近は高速道路が通り、以前より話題となっておりましたのが、

高速道路の資機材搬入や工事車両等の通行のための道路整備があわせて進行すれ

ばとの期待の声が強くありますが、その点、市長の見解をお尋ねいたします。 

 次に、企業立地促進法に基づき、尾鷲・紀北地域産業活性化協議会の取り組み

について報告されました。高速道路に関連してのことか、以前に東紀州インキュ
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ベーション事業があり、当時の事業とは各種条件など随分違った形ですが、基本

計画（案）の目指すところについてお伺いいたします。 

 次に、尾鷲市教育ビジョンについてお尋ねいたします。 

 所信表明では、第６次尾鷲市総合計画の重点的な取り組みであるおわせ人づく

りの中の次代を担う人づくりをより具現化するために、多くの市民の皆様からい

ただいた夢や希望、思いや願いをもとに検討を進め、策定されたものであり、今

後１０年先を見据えた尾鷲市の教育を方向づけていく重要な指針となりますと申

されております。また、基本理念は、共創、共育、共感、次代をつくるおわせ人

となっており、尾鷲で育ち、尾鷲で学び、尾鷲を愛する人づくりを目指すとなっ

ております。 

 私は、特に、第１章、おわせ人としての人間性を育む教育の中、施策１の

（１）でありますが、就学前教育の充実について、施策２の（３）にあります教

育環境の整備、充実のうち地域人材活用の充実、第２章にあります尾鷲を誇るこ

とにできる教育、以上の点に関しましては、尾鷲市次世代育成支援行動計画や尾

鷲市高齢者保健福祉計画などの関連性も十分考えられます。この点について、具

体的な説明をお願いいたします。 

 以上で、第１回の質問を終わります。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） まず最初に、與谷議員におかれましては、２６年という長きに

わたりまして市政の発展に御尽力を賜りましたことに敬意を表するとともに、お

礼を申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。これからも尾鷲

市政のよきアドバイザーとして御尽力願えればと思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、お答えさせていただきます。 

 平成２３年５月に副市長を座長として、市民代表、議会代表、職員らによる尾

鷲市「道の駅」設置検討会議を設置し、１２月まで５回にわたる検討を重ね、そ

の中で、尾鷲南インター付近が第１候補地になったものでありますが、我々とし

ましても検討を始めた当時は、北インター、南インター間はまだ事業化が決定さ

れておらず、両インター間がつながるには相当時間がかかると予測しておりまし

た。 

 議員もおっしゃられるように、中越地震、東日本大震災における高速道路の耐
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震性の高さ、復旧の早さなど、高速道路網を生かした復旧体制は、時間とともに

大きく評価されるようになり、さらに本地域におきましては、平成２３年９月の

紀伊半島豪雨による浸水、土砂災害による被害により、ミッシングリンクの解消

の機運が一層高まり、平成２４年度に熊野尾鷲道路Ⅱ期線の事業化が決定されま

した。これにより、本市を取り巻く社会環境は大きく変化したと考えられます。 

 特に防災面においては、高速道路網が整備されていることで、発災直後におい

ても全国からの応援物資、資機材、人員の受け入れが可能となることはもとより、

くしの歯作戦による、高速道路など被害の小さい道路から被害の大きい支線に向

けて、段階的に道路を修復していくことができ、迅速な修復が可能となります。

また、東日本大震災以降、国においては、サービスエリア、パーキングエリアは

もとより、道の駅の防災拠点化も進められており、尾鷲市も同様の整備がなされ

ることを期待しております。 

 こうしたことからも、熊野尾鷲道路Ⅱ期線が事業化された時点で、高速道路に

隣接した南インターへの道の駅の建設は、本市にとって不可欠なものとなり、さ

らに国との一体型で整備ができる可能性があることから、そのタイミングに合わ

せた建設準備を進めていく必要があるのではと思っております。 

 一方、情報発信や町なかとの連携という観点からも、基本的に一般道路への乗

りおりができないサービスエリアやパーキングエリアよりも、高速道路と一般道

路が交差するポイントでの道の駅は乗りおりしやすく、しかも、熊野尾鷲道路は

無料区間であることも相まって、町なかへの誘導、動機づけのための情報発信が

大きな強みになるものと考えています。 

 こうしたことから、南インターへの道の駅の設置は、５年後、１０年後の本市

のまちづくりを考えた上でも、重要なものであると考えます。 

 国においては、熊野尾鷲道路の建設計画の議論は一度は終えており、尾鷲市は

道の駅の建設に合わせて、再度その議論を起こしていこうとしているものです。

その議論を起こしていくためには、まず道の駅がなければ、パーキングエリアや

サービスエリア、また、フルインター化といった展開はありません。三浦パーキ

ングエリアの場合は、高速道路上のパーキングエリアということで、以前から国

の建設計画の中で協議されていたようで、敷地面積やそれに見合った施設の規模

や内容、採算性などが今回試算されたものであります。 

 次に、大規模遊休地となっている小原野周辺地区につきましては、接続する市

道が狭隘であることや上水道の給水区域外などであるなどの課題がありますが、
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都市づくりやまちづくりの視点から、道路の整備といった課題も含めて、土地の

有効利用について検討する必要があります。また、被災時における仮設用住宅の

建設用地としての利活用といった防災機能を検討しております。 

 次に、尾鷲・紀北地域産業活性化基本計画についてであります。 

 本市では、企業立地基本計画に基づき、平成１９年度に国の同意を得た基本計

画を策定しており、これはいわば企業立地マニフェストとして、企業立地支援の

ための取り組みを宣言したものであります。現在の基本計画の計画期間が平成２

４年度末となっていること、また、高速道路等の延伸が進み、本市での事業、企

業誘致の可能性の高まり等を考え、新たな計画を策定することといたしました。 

 これまでの計画のエリアは尾鷲市のみでしたが、今回の計画のエリアは尾鷲市

及び紀北町と広域でより広がりのある企業を対象にし、みえ尾鷲海洋深層水関連

産業、地域資源活用関連産業、環境・エネルギー関連産業を集積業種に指定し、

企業の立地、集積を目標としたものであります。一般的な工場誘致による２次産

業だけではなく、１次産業である水産養殖業や３次産業である宿泊関連産業等も

集積業種に指定し、農商工連携や６次産業化も見据えた計画であります。 

 現在、経済産業省を通じ同意申請を行っているところですが、今後同意を得た

上は、立地企業への設備投資減税や工場立地法の特例措置、農地転用手続の迅速

化、立地支援などが図られることから、国、県を初め、関係諸団体の支援もいた

だきながら、企業立地を促進してまいりたいと考えております。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） 少子高齢化社会を見据えて、教育の具現化への與谷議員の大

きな期待を、今の御質問から感じております。お答えいたします。 

 尾鷲市教育ビジョンは、第６次の尾鷲市総合計画はもとより、尾鷲市次世代育

成支援行動計画、尾鷲市高齢者保健福祉計画なども参考にしながら、尾鷲市教育

のこれからの１０年を展望し、尾鷲市教育を方向づけていく指針として策定を進

めてまいりました。 

 この次世代育成支援行動計画を見ましても、尾鷲の人々、特に子育てに邁進し

てみえる方々は、子育ては楽しいと思うかという御質問に対して、とても楽しい

と答えられた方が２２.４％、そして、つらいこともあるが楽しいことが多いと

答えた方が６９.２％、ほぼ９１.６％ぐらいの方々が、子育ては困難を伴うが楽

しいという実感を持っておられます。逆にまた、子育てを負担に感じることがあ

るかという御質問に対して、ないと答えた方が３７.８％、ごくたまにあると答
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えた方が４５.５％。子供をたたきたくなったりたたいてしまうことがあるかと

いう御質問に対して、ないと答えた方が２９.１％、ごくたまにあると答えた方

が５０.５％。このように、子育ての中でさまざまな喜び、悩みを抱えながら、

尾鷲で生活をしている若い保護者の皆さんが随分ございます。 

 また、一方では、この高齢者保健福祉計画にもございます、団塊の世代を初め、

本当に高くなった高齢者率、この高齢者の方々の力をどう活用していくのか、そ

れが随分大きな課題となっております。 

 そこで、この教育ビジョンは、こうした少子高齢化社会に対応できるよう、充

実した就学前教育の実践や家庭教育支援の充実を初め、高齢者の積極的な社会参

加を促進するために、高齢者が有する知識や経験、技術を地域の活動に生かした

り、子供や地域の安全を守る活動、次代を担う子供たちへの伝承活動、青少年の

健全育成など、さまざまな地域活動の担い手として活躍していただけるような施

策になっております。老人会や団塊の世代の方々に、ぜひとも地域の人材活用に

も御協力をいただき、世代間交流を通して、つながりの体制や生きがいの向上を

図ってまいりたいと考えております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） ありがとうございます。 

 まず、道の駅の関係について、一応市長からもお答えいただきました。あらか

たわかるんでありますけれども、今回、市長が１５会場、市民説明会に出られて、

私、一会場もそれは会場には臨んでおりません。ただ地元新聞を見て、拝見させ

ていただいて思うことは、かなり議論が複雑になっているといいますか、本当の

尾鷲北、南がつながったときのこと、あるいはその以前、つながらないという想

定の中で道の駅の検討が始まりましたからね。こういったところの違いについて、

もう少し丁寧に説明会場でお示しをしていただけばという思いがありましたので、

私は第１回の質問で、事の経緯を説明というわけじゃないんですが、私はそこを

土台にして質問させていただきました。 

 こういったことがはっきりすれば、おのずと、道の駅はあの南インター付近で

は遠いとかどうのこうのという話は、私はそんなに発生しなかったのではないか

なという感じはいたします。地の利を得たといいますか、南インター付近であれ

ば、例えば防災の機能の話はされておりますので、まず、防災の機能の話をすれ

ば、例えば三木里や賀田や、あるいは熊野方面に向かっても手が伸びますし、ま

して尾鷲市の一番大きな市街地にも手が入りやすい、こういったことはもう十分
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わかっております。 

 道の駅、あるいは当の防災機能の高度化といいますか、こういったところは、

もう今までの大きな災害の流れから、かなり国も強くそこら辺を補強するような

考え方が出ていますから、そういったことで、防災機能ということが、説明会の

中でそれに対するいろんな発言があったり、あるいは遠いとかいう発言があった

り、賛成の言葉もありましたが、非常にそこら辺の議論が意外といろんな角度の

議論があり過ぎて、落ちついた説明会になったのかなという感じはいたします。 

 ですから、この道の駅南インター付近ということは、私も１回目で申し上げま

したように、あとは国交省との一体型整備というお話がございます。これは南イ

ンターも北インターも一方向への上りおり、こういったことが、要するにつなが

らないという前提の中で、両方がハーフインターで設計して一応運用されておる

のだろうと。そういうつながらないという大きな流れの中で、両方ともハーフイ

ンターで、尾鷲市内を走っていただく、これは、私としてはもうかなり、その当

時はうれしい限りだと思っていました。町なかを外来の車が走っていただく、ま

た立ち寄っていただけると。こういったことはいいことなんですけど、これがつ

ながるということになりましたので。 

 そうしますと、関西、中京、この方面から例えば紀州路に入られた場合に、尾

鷲というまちが、１回目でも言いましたように、見えません。おりようと思った

ら北インターしかありません。北インターでおりるという案内も、今のところご

ざいませんわね。そうしますと、やはり南インター付近を、これは用地の関係も

ありますから、北インターをフルにということは大変難しいと思いますが、南イ

ンターであれば、あの空間でいけば、ある意味フルインター、こういう形が望め

るのではないか。 

 もう一つは、ただ心配することは、南インターから三木里方向へ入りますと、

かなり高いんですね。だから、例えば北インターからトンネルを出て南インター

方向に入った場合に、その落差をどうするのかなという、これは土木技術者であ

れば上手に考えると思いますけれど、こういった心配をまずいたします。でも、

南インターにはフルインター化していただかないと、尾鷲市としては本当にマイ

ナスが大きいと、こういうふうにして考えます。その辺について、市長の心の思

いをお聞かせいただければと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 高速道路が順調に延伸してまいります。この平成２４年の３月
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には紀伊長島までやってまいりますし、平成２５年度中には大泊までやってまい

ります。 

 当初は、與谷議員がおっしゃられるように、北と南がつながらない、その中で

４２号を通ってもらうというような考えでありましたでしょうけども、おっしゃ

られるようにミッシングリンクの解消ということで、２４年度から事業着手して、

北と南がつながろうとしております。私はこの期間はそう長くないだろうという

ふうに思っております。 

 そういった中で、北と南がつながった場合を考えても、高速道路を通って尾鷲

の方面に来られたお客さんは、何によって尾鷲へ寄っていただくことができるの

かといったことを考えたときに、やはり道の駅を高速道路と国道４２号の結節点

である南インター付近に設置することによって、尾鷲のまちにも入っていただく

ような工夫と施設の整備をしていかなければならんのじゃないかと思っておりま

す。 

 このことは、この道の駅をつくるということによりまして、国と一体型の整備

を要望していく。そのことによって、改めてハーフインターであるインターをフ

ルインターに、今、南インターは勝浦の方面に乗る、あるいは勝浦の方面から降

りるといった機能だけであります。松阪の方面には乗れない、あるいは松阪方面

からは降りられないというような機能になっておりますので、この道の駅を南イ

ンター付近につくることによって、ぜひ国のほうには、フルインター化を要望し

ていきたい、提案をしていきたいというふうに思っております。 

 何も道の駅をつくって、全てうまいこといくというわけではありませんけども、

この道の駅をきっかけにして、さらに尾鷲のまちの魅力も高めながら、尾鷲の商

品の価値も高めながら、相乗効果によって何とか尾鷲にも寄っていただくような

工夫をしていく必要があるのではないかということで、道の駅の設置を、今、検

討させていただいているところであります。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） その辺はよく私もわかります。例えば、もし南インター付近

に道の駅あるいはパーキングがなければ、そのまま南に下りますね。だから、や

はりフルインターをぜひ松阪方面から来た車両もおりられる、あるいはおりた後、

また南の方面へ向かっていける、今、ありますが、その辺を便利な形に考えてい

ただくと。これをやらない限りは、私は、尾鷲の現在の中心市街地も、多分、中

心市街地のこの中を通ります４２号線は、本当のこの地域の生活道路的な形にな
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ってしまうのではないか。そうなってきますと、尾鷲中心市街地を中心にした生

活、経済活動、こういった形になって、将来のことを考えれば、ちょっとこれは、

私も今回で引退する身でありますが、その辺を大きく憂慮するところであります

ので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

 それと、あと、尾鷲熊野道路建設促進期成同盟会がございますね。これ、南イ

ンターをちょっと通り過ぎますと、一つの想像図が、看板がかかっていまして、

その下に尾鷲熊野道路建設促進期成同盟会と名前が入っておりましたので。こう

いったところの期成同盟会の意思統一といいますか、南インターをフルインター

化するということについて協力を求められないか。 

 こういったことは、多分期成同盟会も、北と南がつながらないという状況のと

きであれば、つなげてほしいという意見が多分強かったと思うんですね。しかし、

つながるという話になりましたから、これはやはり同じ土俵で期成同盟会のお力

もおかりして、南インターをフルインター化するという形を考えられないかなと、

こういう感じがしますが、その辺はいかがでしょうか。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 期成同盟会では、年に２回ほど、国土交通省のほうに要望に行

っております。その中で、やはり今までは強く北南をつなぐということは言って

おりませんでしたけども、何年か前からは、もう強くミッシングリンクを解消し

ていただくような要望をしてもらっているところでありました。 

 あわせて、やはり高速道路というのはつながってのものでありますので、大泊

から先の三重県側、これについても強く、今、早く進めていただくような要望を

しているところでありますし、和歌山県も、最近は随分積極的に紀伊半島の高速

道路の推進に臨んでいただいておるようですので、やはり紀伊半島がつながって

最大の効果が出るんじゃないかなと思っておりますので、三重県の期成同盟会だ

けじゃなしに、和歌山とも連携をとりながら、ぜひ紀伊半島のネットワークを進

めさせていただきたいというふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） その辺、よろしくお願いいたします。この南インターがフル

にならない限りは、私は、道の駅を設置しても、効果は半減以上、効果はないと

いうふうにして思っております。よろしくお願いいたします。 

 それから、道の駅基本計画書の中には、交通量の数字も挙げられておるんです

が、この数字は中央値を言っているというふうな話も聞くんですが、中央値、多



－１８２－ 

いところ、少ないところの中間といいますかね。その辺はいかがですかね。やは

り設置する以上は、やはり通行量、確たる、予測できる、可能な限り近い数字を

把握するということが大事だと思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

 それと、それに付随して、立ち寄り率とかそんなこともありますが、その辺、

御意見がありましたら、どうぞお願いします。 

議長（三鬼孝之議員） 副市長。 

副市長（横田浩一君） 御指摘のとおり、数字的には基本計画を見ていただいたとこ

ろに載っておりますけども、そのほかにも、例えば尾鷲北インターが開通したと

きに、高速道路を利用する車、それから、地道を利用する車についての調査が行

われました。それから、開通した直後だけやなしに、半年後にも同じ調査が行わ

れまして、その推移はどうかという検証がなされております。 

 そういったところからも引っ張ってきますと、今現状の南インター付近ですの

で、数字的には少ないものになりますけども、恐らく推測としていいくらいの数

字が実証できておるのかなと。そちらのほうについても、実際のカウンターを持

って調査しておりますので、そういった形の数字が出てきております。 

 ですから、最終的にそれが、さらにインターがフルにつながった、例えばフル

インターになってたくさんのお客さんが来るという要素が、これから上乗せされ

てくる要素がさらにあろうかとも思います。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） あと、所信表明の中で市長がおっしゃってみえるんですが、

着地型旅行商品につきまして云々がありまして、その後で、尾鷲よいとこ定食の

店を初め、水揚げされる種類の豊富なエビ類、尾鷲港産地協議会や市内水産会社

との取り組みによるという、こういった活用を図りますと。その続きに、観光や

物産の情報発信につきましては、スマートフォン対応の市内案内アプリの開発と

ともに、来訪者の誘客や回廊を図り、効率的、効果的な市内情報も発信できるま

ちの駅ネットワーク推進事業などを行いますと。今からつくられるわけでしょう

ね。 

 こういったことがやっぱり、例えば高速から立ち寄りでトイレ休憩に入った場

合でも、あとはまた情報発信の中で、こういうスマートフォン、これは私はいい

考えだと思っておりますので、ちょっと具体的に、これが具体的な、この所信表

明の中身が具体的なのか、もし、市長、御意見がありましたらお願いいたします。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 
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市長（岩田昭人君） 道の駅の大事な機能の中に情報発信機能というのがあります。

その中で、ただ単に道の駅だけで情報発信をしているわけにはいきませんので、

平成２４年にまちの駅に参加の皆さんを募集しましたところ、２３の皆さんに参

加をしていただけることになって、これをネットワークでつないでいこうという

ふうに、今、企画しているところであります。 

 ですから、情報発信はいろんな媒体を使いまして、あらゆる手段を使って尾鷲

の情報を全国に発信していく必要があると思っておりますけども、例えばそれが

フェイスブックであったりホームページであったり、その中の一つに、スマート

フォンを使ったアプリを使って尾鷲の情報を提供することによって、ネットワー

クによる情報発信、あるいはまちの駅の魅力発信、いろんな魅力を発信すること

によって、誘客につなげていこうというものです。 

 アプリの中身については、担当課長のほうから一度説明をさせます。 

議長（三鬼孝之議員） 商工観光推進課長。 

商工観光推進課長（川端直之君） スマートフォンのアプリケーションの件なんです

が、一応ＡＲアプリという名称でございます。拡張現実といいまして、具体的に

は町なかである方向を、スマートフォンをかざしますと、そこに登録されている

何点かの観光地なり商店なりが表示されます。それを、中をのぞきますと、そこ

の行き方とか、そこの代表的な食べ物であるとか、そこの観光地の中の具体的な

内容等々が見えるようになっております。こういうのを開発していきたいと考え

ております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） 次に、今、町なかへのスマートフォンの話もありましたが、

尾鷲市内の景気低迷、これはもう大変厳しい状況であります。これは医療の分野

で考えますと、道の駅云々というのは、私は外科的な手術で改造していくという

か。 

 もう一つは、市内に誘導したとき、各地域、そこの人たちが元気が出る、この

二十数社の方が多分そういうお気持ちだと思いますが、その裾野をうんと広げて

いけるような施策推進というのが大事なのではないかなと。ここが元気が出てく

れば、かなり今度は、逆に道の駅といったところへの逆なアプローチといいます

か、活力が出てくるように思いますが、その辺についていかがでしょうか。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） そのとおりだと思います。 
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 今、各地でいろいろな動きが出てきております。例えば、梶賀のあぶりが今や

東京に進出しようかというような勢いであります。それから、三木浦ではツバキ

を植えて、ツバキ油をつくっていただいております。それから、早田でも姿ずし

とか、いろんな商品を開発していただいておりますし、九鬼でもそういった動き

が出る。各地で、今、いろいろな動きが出てきております。 

 そういった動きをやはり我々は支援させていただいて、それを活発にしていた

だくことによって、やはり道の駅をつくっても効果が出るのではないかというふ

うに思っております。そういった地域の活動を支援するという意味も含めて、平

成２４年度にはコミュニティーセンターといった体制の整備も図ったところであ

ります。 

 まだまだ不十分ではありますけど、この体制を拡充することによって、地域の

さまざまな活動を支援させていただきたい。それで各地区が元気になっていただ

いて、尾鷲の魅力を高めていただきたいというふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） あと、この道の駅、市長は国との一体型という形を言ってお

られますので、その際でも、道の駅の部分については当然、経費も費用もかかり

ます。 

 こういったところで、２４年の１月に、尾鷲市道の駅設置検討計画というのが

ありまして、その中で、補助金等の活用という部分があります。この当時と現在

とはちょっと変わってきているかなとは思います。また、一体型ということを進

める上においては、どういうふうな形でこの補助金活用、これは過疎債等もある

と思うんですが、その辺の費用の捻出についてどの程度必要になってくるのかな

という感じがしますので、これは紀北町の三浦パーキングはもうきちっと数字が

示されておりますが、新聞でしかわかりませんが、そういったことで、御発言よ

ろしくお願いします。 

議長（三鬼孝之議員） 副市長。 

副市長（横田浩一君） お隣にできます三浦パーキングの例が出ましたけども、そも

そも高速道路本線上の施設ということで、ある程度前から国等のほうで計画もさ

れておって、今回、数字が具体に示されたというものだと思っております。 

 我々の場合、道の駅ということで発意性が高いものですから、数字的にはそこ

まで間に合うていないのが現実ではございます。ただし、先ほど補助金等の話が

ございましたけども、そもそも全てを尾鷲市が建設するといったことはなかなか
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難しゅうございますので、何とか一体型で国のお力をかりたい。ということは、

国の資金も借りたいということでございます。 

 そういった中で、昨年度の２３年度の設置検討委員会、検討計画の中で示させ

ていただいたのが、例えば例としまして、補助金としましては農産漁村活性化プ

ロジェクト交付金というのが挙げてございますけども、これは２分の１補助でご

ざいまして、（「何分の１ですか」と発言する者あり）２分の１。個々に細かい

細目はありますけども、大きくは２分の１と思うてください。といった中で、そ

ういったことを使いますと、尾鷲市の負担分の２分の１が、その補助金がいただ

けると。 

 さらに、残った尾鷲市負担分の、仮に過疎債を適用しますと、まず１００％適

用で、あと７割が後年度の交付税算入をされるということで、最終的に残ってく

るのが、２分の１掛ける０.３で１５％という数字に理論上なってきます。 

 国のほうもいろいろ政策が変わってきていまして、補助金もころころ変わって

きますので、実際は建設されるときにこの補助金そのものが適用されるかどうか

というのは、そのときによっていただきたいんですけども、大きくはそういう算

定もできるということでお示しさせていただいております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） ぜひとも尾鷲市として、有利な形の資金の活用をお願いした

いなと思います。 

 それと、もう一点は運営についてであります。 

 この運営につきましては、一応道の駅に関係して、市町村が主体でやるのと、

市町村にかわる３分の１以上の出資法人、第三セクターかなと思うんですが、そ

れからあと、市町村が推薦する公益法人と、こういうような形があります。こう

いったところで、指定管理者制度ということもありますが、この辺の運営につい

ては、市としてはどういうふうなお考えなのか、はっきりした線でお答えいただ

ければなと思いますが。指定管理者制度ですか。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 今、考えられる一番よい運営方法は、指定管理者制度ではない

かなというふうに思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） これで、道の駅の関係、質問を終わらせていただきたいと思

います。 
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 あと、時間がもう少ししかございませんが、次に、尾鷲市の教育ビジョンであ

ります。 

 教育長からもお話をいただきまして、この尾鷲市の次世代育成支援行動計画、

これはかなりボリューム、実際に取り組む内容が多いんです。この辺と、多分、

私の通告による質問の観点からいきますと、就学前が中心になってくるかなと。

学校に入れば、これは学校教育の中でやっていただくということで。そうなって

くると、当然就学前と申しますと、保育園に通園している子、あるいはまだ保育

園に入る前の子と入ってくると思います。こういったところで、この辺は、福祉

保健課になってくるんですね。 

 そうなってくると、教育ビジョンにうたわれた部分と、それから福祉保健課、

尾鷲市の計画ですけども、この次世代育成支援行動計画というもののすり合わせ

をされて、この教育ビジョンを作成されたのか、あるいはまた、こういう計画が

あるということを前提に、本来の教育のあり方ということを踏まえて、こういう

施策の体系図を見ましても、充実した就学前教育の実践、あるいは就学前の人権

教育の推進、こういったことが入ってきております。 

 また、尾鷲市の高齢者福祉保健計画、これ、見ますと、意外と教育ビジョンに

触れるかなというところは、項目は少ないです。かなり高齢者の福祉を中心にし

て書いてあります。そういう人たちの、特に元気な方、元気な高齢者がそういう

教育ビジョンにかかわって、次の代を担う子供たちに対するいろんな経験的な、

文化とかそういったところを伝えるための、何かその程度なんですね。 

 その辺、この両計画と、教育長もちょっとその計画書をかざして説明いただき

ましたが、その辺は本来展開しようと思えば、福祉保健課も協力していただかな

いと、実際は計画推進は難しいということになってくると思います。その辺の所

感がありましたら、ひとつお願いします。時間が短いものですから、完結にお願

いします。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） 質問にお答えします。 

 まず、ビジョン策定に当たっては、市役所の各課の方にも出ていただきまして、

特に保健福祉関係は、その課からも代表をいただいて、こういうビジョンづくり

の中に、こうした意見を反映させてもらっております。また、高齢者に関しても

当然そういったような御意見をいただいて、この施策と整合性のあるようにつく

ってまいりました。 
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 そして今後、これを実施していくに当たっては、市民サービス課、当然コミュ

ニティーになっておりますので、その場所の活用等も出てまいりますので、市民

サービス課、福祉あるいは生涯学習、そして学校教育、それらが共創して、この

ビジョンの遂行に当たっていくというふうに考えております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） 本当に簡潔にお話しいただきまして、ありがとうございます。 

 こういう一つの、これは、市長にお尋ねしたいなと思うんですが、教育ビジョ

ンが発表されて、当然、市の高齢者福祉保健計画、あるいは次世代の行動計画、

こういった部分との絡みもあります。実際に次世代支援行動計画は、これは本当

に中身の濃いやつですよ。ですから、私もこれを見て、もっと早く目を通して詳

しく読んで、施策の展開に質問でもすればよかったなと思いますが、こういった

ところを当然絡みが出てきますので、これは教育委員会の教育長のお答えがあり

ましたが、でも、これはやっぱり最終的には、尾鷲市長の一つの考え方も必要に

なってくるかなと思います。 

 当然施策を展開していく中には、市の福祉保健や先ほどありました市民サービ

ス課、こういったところが関係してきますから、その辺に対する市長の思いをお

聞かせいただければと思います。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 尾鷲の子供たちを、元気に誇りを持った子供たちを育てていく

ということは、本当に私も心から願っておりますので、この教育ビジョンの推進

に当たっては、市役所全てで態勢をとってやらせていただきたいと思っておりま

すので、全庁的に教育ビジョンの推進をバックアップしていく、あるいはかかわ

っていくということをお断りしておきます。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 それで、ちょっと聞き漏らしたところは、教育ビジョンの、これは２４ページ

になりますが、要するに地域人材活用の充実とかあるんです。生涯教育の関係で、

学習活動の支援の充実というところがありまして、アクションの中に、ふるさと

教育支援総合本部などを設置しというふうに記述されておるんです。これは地域

人材活用の充実というところでも、ふるさと教育支援総合本部を設置しという表

記がされておりますので、このふるさと教育支援総合本部というのは、どういう

形で構成されて、どういう目的で、目的はここに書いてあるとおりだと思うんで
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すが、その辺だけちょっと教えていただけますか。 

議長（三鬼孝之議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） まずお答えします。 

 その前に、この少子高齢化というふうによく使われておるんですが、実際、今

の尾鷲のこの２万人の実態の中で、いわゆる就学前の教育に値する乳幼児は、今

のところ７００余りです。そして、高齢者に当たる方、いわゆる６５歳以上の方

は、７,２００人ほどございます。１０倍なんですね。 

 さっきの施策云々申しましたときに、これは本当に非常にきめ細かく書かれて

おります。これはちょっと漠っとした感じなので、そういう点ではむしろ逆では

ないかなというふうな思いをいたしておりますが、この７,２００人の高齢者の

方々の中で、実は老人会に所属している方が約２,２００人ぐらいで、あとの５,

０００人の方が所属はしてございません。 

 ですから、そういったことを考えると、地域の自殺率の高さ云々、そういうこ

とも含めて、どういった高齢者の方々のつながりの再生を図っていくのか、また、

そういう方々のニーズに合った学びの場をコミュニティーとしてどういうふうに

つくり上げていくのか、物すごく重要なことだと思うんです。そのことも含めて、

まずは学校が地域のコミュニティーの核となって、そのための地域人材に、いわ

ゆる高齢者の方々になっていただこうと。 

 そして、このふるさと教育支援総合本部は、対象は中学生から高校生、そして

地域の方々というふうになっております。また、活動の内容は、先ほども申しま

したが、高校生であれば、小中生の学習の面倒は結構見ることもできます。です

から、夏休みの学習なんかにも使えます。 

 そしてまた、高齢者の方々は、これまでの地域での伝統のいろんな技、また、

これまでの経験によるたくさんの知恵、知識を持っておられます。そういう方は

現在、特別非常勤講師的に学校にたくさん入ってもらっております。それをもっ

ともっと、例えば三木里地域にいる方は、この方は、尾鷲の地域でもこういうこ

とを伝承できるよというふうな意味で、ふるさと教育支援総合本部をこの４月か

ら募集して立ち上げて、その人材バンクをつくります。そして、そこからコーデ

ィネートをして、必要な学校、必要な地域にその方々を配置して、学びを豊かに

していくということがこの狙いでございます。そういう点からして、実は７,２

００人の高齢者の方々の御協力を随分期待して、こういうビジョンを立ててござ

います。 
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 以上です。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） ありがとうございます。 

 元気な高齢者も、もう最近は多いですから、私も６５歳、高齢者に入りました

ので、そういうことを考えますと、この社会で培った経験とか技術とか、こうい

ったものは、今、企業でもそれを尊重していこうという方向になっていますが、

この地域の次世代、次の時代を担う子供たちにも、こういう一つの大事な培った

ものを、伝授と言ったらちょっと語弊がありますが、伝えていっていただき、子

供たちが今度大人になったときに、大きく社会貢献していただけるように取り組

んでいただきたいと心よりお願い申し上げます。 

 最後になりますが、ちょっと聞き忘れまして、小原野の件、一応防災機能を市

長はちょっと考えてみえるということですので、ぜひこれはそういう形になるよ

うに御努力をいただきたいなと思います。せっかく小原野の市有地、今、１万坪

ちょっと切れていますか、そういう大きな広大な敷地があるわけですので、これ

を計画されないということは非常にもったいない話だなと。以前から、昔は木材

搬出のトロッコ道で、木造のつり橋みたいなのが通っていましたよ。ちょうど尾

鷲工業高校のあのグラウンドから見えていましたけど。そういったことを考えれ

ば、架橋、橋をかけて使用が広がっていけばなと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 もし、その辺のお気持ちがありましたら。 

議長（三鬼孝之議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） いつ起こるかもわからないと言われておりますので、遅きに失

した感はありますけど、今、ようやく小原野の利用について検討を始めたところ

であります。心してかかりたいと思っております。 

議長（三鬼孝之議員） ９番、與谷公孝議員。 

９番（與谷公孝議員） もう時間もほとんどありませんので、私、最後の議会議員と

しての一般質問を終わらせていただくわけでありますが、どうぞこの尾鷲市も今

後ますます発展していくような形で、行政を執行していただければなと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 本当に長い間ありがとうございました。 

議長（三鬼孝之議員） 以上で本日の一般質問は打ち切り、あす６日水曜日、午前１

０時より続行することにいたします。 
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 本日はこれにて散会いたします。 

〔散会 午後 ３時２４分〕 


